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手引き資料編の使用にあたって            
本資料編は、「就学前施設における避難訓練の手引き（洪水編）（以下「手引き」という。）」

を補足するものです。 

避難訓練を実施するにあたって参考にしてください。 

 

避難確保計画への反映 

就学前施設（以下「施設」という。）における洪水避難訓練は、それぞれ施設ごとに作成

されている「避難確保計画」に従って実施します。 

訓練で得た問題点や解決策を避難確保計画に反映させ、より実効性の高い避難確保体制

を築いていきましょう。 

 

就学前施設における避難訓練の目的 

避難訓練は、実際に災害が発生した際、安全に避難できるようにすること、災難時の避難

方法に慣れておくことが最大の目的です。保育所等で行う際も災害時に速やかに避難でき

るよう、訓練を行う必要があります。 

厚生労働省の保育所保育指針の解説において、避難訓練の目的として次のような説明が

あります。幼稚園の場合は、所管は異なりますが、考え方は共通すると思われます。 

 

避難訓練の一般的な目的のもと、避難訓練における児童、職員（教員、保育士等）、保護

者に向けて目的をきちんと説明し、時には地域住民や市町村の防災担当課の協力を得たう

えで訓練を行うことが必要です。次に、児童・職員・保護者、それぞれの立場で特に意識し

ておきたいことを詳しく確認していきましょう。 

 

１．児童 

 児童については、日頃の保育や教育の中で、命の大切さに気づかせるとともに、災害の

恐ろしさを教え、安全に避難することができる態度や能力を育てることが重要です。その

ためには、保育士や教員は日常生活から防災の視点を持って保育や教育を行うことが必要

となります。 

 また、児童にとって避難訓練の最大の目的は、「いかなる状況下でも職員の指示をしっか

りと聞いて、安全に避難できるようにすること。」です。災害などの想定外の事態が発生す

ると、誰でも冷静さを失ってしまうものです。大人でもパニックに陥ってしまいます。その

避難訓練は、災害発生時に子どもの安全を確保するために、職員同士の役割分担や子

どもの年齢及び集団規模に応じた避難誘導等について、全職員が実践的な対応能力を養

うとともに、子ども自身が発達過程に応じて、災害発生時に取るべき行動や態度を身に

付けていくことを目指して行われることが重要である。 



2 
 

ような状況のなか、児童が保育士や教員の指示を理解し、安心して行動するためには「避難

行動に慣れること」が必要となります。そのためにも、児童自身が自分の命を守るための行

動の仕方が分かるように、避難訓練を体験させるようにしましょう。 

 

２．職員 

 職員が、災害から児童の生命を守り、被害を最小限にくいとめるためには、防災に対す

る高い知識をもち、実践的な訓練や研修などにより、自らの対応力や防災教育に関する指

導力を高めることが必要となります。  

 職員にとって避難訓練の目的は、次のとおりです。 

 ・災害発生時に冷静な判断ができようになること 

 ・適切な指示を出し児童を安全に避難させることができるようになること 

 ・避難訓練により、避難時の問題点を把握し、改善すること 

 児童の命を預かる職員には、いかなる状況下であっても冷静な判断力と的確な対応力が

求められます。避難訓練を通して、どのような指示を出せば児童が落ち着いて避難できるか

をしっかりと確認しておきましょう 。また、避難時の問題点を探り、より安全に避難でき

るよう改善に努めることも、訓練の重要な目的です。 

 

３．保護者 

 災害発生時に児童を安全に避難させ、保護者に引き渡すためには、保護者にも高い防災

意識を持っていただく必要があります。避難場所や避難方法、保護者への連絡・引き渡し

方法など、施設と保護者が共通認識を持つように努めます。 

保護者との避難訓練の目的は、次のとおりです。 

 ・災害時に施設と情報共有をスムーズに行えるようになること 

 ・家庭で災害に遭った場合も、慌てずに児童とともに避難できるようになること 

 特に、すべての児童を安全に保護者へ引き渡す訓練は重要です。また、停電などで、電

話回線が使えなくなった場合などの対策も定めて訓練する必要があります。 

 

【巻末補足資料参照：水防法について】 
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警戒レベルと河川の水位 

 

 避難訓練はもとより実際の避難にあたっても、「警戒レベル」や「河川の水位」は、重

要な事象となります。まず、これらの内容をよく理解した上で、避難訓練に取り組みまし

ょう。 

 

1．警戒レベル 

 

 住民が「自らの命は自らが守る」意識を持ち、自らの判断で避難行動をとることができ

るよう、市町村や気象庁等から発表される防災情報は、直感的に理解しやすい５段階の警

戒レベルと合わせて提供することとなっています。 

 ５つの警戒レベルでは、それぞれの段階ごとに、住民がとるべき行動が示されていま

す。避難訓練では、災害の状況を想定しながら、警戒レベルごとに「命を守る行動」を確

実に行えるようにすることが求められます。 

 まず、それぞれの警戒レベルでどのような行動をとるべきか理解しておきましょう。 

 

避難情報（警戒レベル）とあなたがとるべき行動 

 

 

  

警戒 

レベル 
状況 

あなたがとるべき

行動 
避難情報 

 警戒 

レベル

相当 

水位到達情報 

（洪水予報） 
防災気象情報 

５ 
災害発生

又は切迫 

命の危険 

直ちに安全確保！ 
緊急安全確保 ５ 

相当 

氾濫発生 

（氾濫発生情報） 
大雨特別警報 

～～～＜警戒レベル４までに必ず避難！＞～～～   

４ 
災害の 

おそれ高い 

危険な場所から 

全員避難 
避難指示 

 

４ 
相当 

氾濫危険水位 

（氾濫危険情報） － 

３ 
災害の 

おそれあり 

危険な場所から 

高齢者等は避難 
高齢者等避難 ３ 

相当 

避難判断水位 

（氾濫警戒情報） 

大雨・洪水 

警報 

 気象状況 

悪化 

自らの避難行動を

確認 
－ 

 

氾濫注意水位 

（氾濫注意情報） 

大雨・洪水 

注意報 

 
今後気象状

況悪化の 

おそれ 

災害への心構えを

高める 
－ 

相当 
－ 早期注意情報 

避難情報 

（警戒レベル） 

河川の水位や防災気象情報 

（警戒レベル相当情報） 
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２．洪水予報と水位到達情報 

 

 (1) 洪水予報 

 洪水予報とは、河川の増水や氾濫などに対する水防活動の判断や住民の避難行動の

参考となるように、気象庁が国や県と共同して、あらかじめ指定した河川について、

区間を決めて水位または流量を示す予報のことです。 

 洪水予報には、氾濫注意情報、氾濫警戒情報、氾濫危険情報、氾濫発生情報の 4 つ

の標題があり、河川名を付して「○○川氾濫注意情報」「△△川氾濫警戒情報」のよ

うに発表されます。 

 

(2) 水位到達情報 

 国または県が管理する河川では、水位到達情報の発表基準となる水位（水防団待機

水位、氾濫注意水位、避難判断水位、氾濫危険水位）を設定しています。これらの水

位に達したとき、それぞれの段階に応じて、水位到達情報が発表されます。 

 

水位到達情報の発表基準となる河川水位 

 

 

  近くの河川が、どの種類の河川か、確認しておきましょう。 

（※流域が広い場合は、雨水が河川に集まってくる時間があるため、水位の上昇など洪水

予報が可能です。流域が狭い場合は、一気に雨水が河川に集まるため、水位も急減に上

がり、洪水予報は困難となります。） 

  

氾濫危険水位(警戒レベル４相当) （この水位を越えると氾濫のおそれのある水位） 

避難判断水位(警戒レベル３相当) （避難行動を行う目安となる水位） 

氾濫注意水位(警戒レベル２相当) （避難行動の準備を行う目安となる水位） 

水防団待機水位 （水防団が水防活動を行うために待機する水位） 

ふだんの水位 

堤 防 
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洪水予報河川：国土交通省または徳島県が気象庁と共同して洪水予報を発表する 

河川 

水位等の予測が技術的に可能な「流域面積が大きい河川」 

水位周知河川：国土交通省または徳島県が、予め氾濫危険水位を定めて、水位が 

これに達した時、通知及び周知する河川 

洪水予報河川以外の河川で流域面積が小さく洪水予報を行う時 

間的余裕がない河川 

 

 

 

国管理河川 

河川名 
基準水位 

観測所 

水防団 

待機水位 

(m) 

氾濫注意 

水位 

(m) 

避難判断 

水位 

(m) 

氾濫危険 

水位 

(m) 

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ 

洪水予報河川 吉野川 

池田(無堤) 4.10 6.70 7.40 8.00 

池田(有堤) 4.10 6.70 8.00 9.70 

岩津 3.30 5.30 6.80 7.50 

中央橋 3.40 4.90 － － 

第十 3.70 5.30 － － 

水位周知河川 旧吉野川 

大寺橋 1.25 2.15 － 2.85 

鍋川 － － － 2.50 

水位周知河川 今切川 
今切川河口堰

上流 
－ － － 1.80 

洪水予報河川 那賀川 

古庄(上流) 3.50 5.00 5.40 5.80 

古庄(下流) 3.50 5.00 7.90 8.80 

水位周知河川 
桑野川・ 

 派川那賀川 

大原(無堤) 3.40 4.15 － 4.70 

大原(有堤) 3.40 4.15 5.30 6.10 

 

 

 

 

  

警戒レベル 3 

相当 
警戒レベル４ 

相当 
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県管理河川

※ T.P.とは東京湾平均海面を基準とする高さ

【巻末補足資料参照：洪水の原因と仕組み】

河川名
基準水位

観測所

水防団

待機水位

(m)

氾濫注意

水位

(m)

避難判断

水位

(m)

氾濫危険

水位

(m)

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

洪水予報河川 勝浦川
横瀬 2.0 3.0 3.6 4.2

江田 2.4 3.4 4.1 4.7

水位周知河川

宮川内谷川 七条 1.5 2.5 2.5 3.5

飯尾川

春日 2.4 3.1 3.1 3.4

加茂野 1.5 2.0 2.1 2.3

上浦 1.5 2.0 2.3 2.6

新池川 吉永 1.0 1.3 1.3 1.5

川田川 川田 1.8 2.6 3.1 3.7

江川 牛島 1.3 1.7 2.1 2.8

ほたる川 ほたる 1.3 1.7 1.7 2.2

鮎喰川 上鮎喰 4.1 5.8 5.8 6.5

園瀬川
法花 2.5 3.2 4.4 4.8

山上 1.3 2.0 2.0 3.3

桑野川
内田橋 2.8 3.7 4.0 4.7

新野 1.3 2.0 2.0 3.1

福井川 大西 2.1 2.7 2.7 3.3

那賀川

（県管理区間）
和食（下流）

T.P.

46.3

T.P.

47.8

T.P.

47.8

T.P.

49.3

日和佐川 月輪 2.6 3.3 3.3 3.7

海部川 多良 2.7 3.3 5.1 5.5

貞光川 貞光 2.2 3.0 3.0 3.8

宍喰川 日比原 2.1 2.3 2.6 3.1

警戒レベル４

相当

警戒レベル 3

相当
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避難訓練実施の流れ 

  

避難確保計画 

避難訓練の準備 

１．想定する災害、訓練の種類、避難訓練の参

加者、日時の決定 

２．災害のシナリオ作成とタイムスケジュール

の作成 

３．避難訓練の時に必要な情報の集め方 

４．避難訓練の詳細内容の決定 

訓練の実施 

訓練の種類別による実施方法 

１．立退き避難、屋内安全確保訓練 

２．避難経路の確認訓練 

３．情報収集・情報伝達訓練 

４．図上訓練 

ふりかえり 

１．参加者によるふりかえりの実施 

２．参加者へのアンケート調査や個別のヒアリ

ングなどによる意見の収集 

３．課題の抽出と、避難確保計画の見直し 

避難確保計画の見直し 

訓練の種類 
立退き避難訓練 

屋内安全確保訓練 

災害図上訓練 

避難経路の確認訓練 

情報収集、伝達訓練 

持ち出し品などの確認訓練 

引き渡し訓練 

タイムスケジュールの作成 
洪水のシナリオ 
行動のシナリオ 

訓練参加者の役割分担 
避難方法 
アクションカード作成 
避難先、避難経路、避難方法

等の確認 
資器材の準備 
児童や保護者への事前説明 

【ステップ１】 

【ステップ２】 

【ステップ３】 
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第１章 避難訓練の準備                          

【ステップ１】 
 

 避難訓練の実施にあたり、以下の項目を確認しながら準備を進めましょう。 

 

 

  

項   目 決定事項(例) 決定にあたっての留意点 

想定する 

災害 

〇〇川の 

洪水による災害 

洪水ハザードマップや過去にあった洪水被害を参考にして

ください。 

大雨などにより近くの河川で水位が上昇し、やがて氾濫が

発生し、施設周辺が浸水することを想定してください。 

訓練の種類 
立退き避難訓練 

屋内安全確保訓練 

訓練の種類としては、施設外に避難する立退き避難訓練

や、施設の上階に移動する屋内安全確保訓練以外に、図上

訓練や避難経路を確認する訓練などがあります。 

避難訓練の 

参加者 

施設管理者 

保育士 

児童等 

状況により児童の全員参加か一部参加を検討してくださ

い。また、保護者や、協力いただける近隣住民の方の参加

も検討してみてください。 

避難訓練の 

日時 

午前・午後 

春夏秋冬 

洪水の避難訓練の実施は、訓練成果を実際の避難に活か

すことができるよう、原則として、大雨による災害が発生

する梅雨期、台風期前の１１月頃から５月頃の実施を検討し

ましょう。また、季節により児童の着衣が変わることで避難

の準備時間が変わることにも注意してください。 
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１．想定する災害や訓練の種類、避難訓練の参加者、日時の決定 

 

 (1) 想定する災害 

 

   施設に影響する災害リスクについて、避難確保計画を確認してください。 

   この手引き資料では、施設周辺の河川による洪水氾濫を想定しています。 

 

  想定する災害（洪水） 

対象とする河川                 川 

洪水浸水想定区域  
□該当 （想定最大浸水深    ｍ） 

（浸水継続時間     ｍ） 

家屋倒壊等氾濫想定区域の該当有無 □該当     □該当なし 

 

 (2) 訓練の種類と目標 

 

   避難訓練の種類には、「立退き避難訓練」、「屋内安全確保訓練」及び「災害図上訓

練」をはじめ、様々な種類があります。 

   避難訓練を実施するにあたり、時間や人員の制限により、避難訓練のすべての工程

を実施できないこともあります。また、０歳児のような幼い児童を避難訓練に参加さ

せることに不安を感じる職員も多いのではないかと思います。まず、参加できる職

員、児童、保護者、自治体職員、消防団及び地域の協力者など（以下、「協力者」と

いう。）の人数を考慮して訓練の種類を決定しましょう。 

 

  ア 訓練の種類 

 

訓
練
内
容
等 

□立退き避難訓練 □避難経路の確認訓練 

□屋内安全確保訓練 □情報収集・伝達訓練 

□災害図上訓練 
□備品や装備品、備蓄品、持ち出し品

等の確認訓練 

□その他（        ） 
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   (ｱ) 立退き避難訓練 

     施設から避難確保計画などで定められた避難場所に避難する訓練です。「立退

き避難訓練」については、全ての行程を実施するのではなく、一部を実施すると

いう方法もあります。 

 

役 割 確認項目（例） 

統括管理者 
人員配置や役割分担は適切だったか 

各係へ指揮するタイミングは適切だったか 

情報収集伝達係 情報の収集や伝達のタイミングは、適切だったか 

避難誘導係 

児童を適切に避難誘導することができたか 

避難に必要な設備や持ち出し品などは適切か 

準備するタイミングは適切か 

 

   (ｲ) 屋内安全確保訓練 

     施設の上階などに留まることにより安全の確保が可能な場合、利用者を施設の

上階などに移動させる避難訓練です。 

（役割ごとの避難確保計画確認項目は「立退き避難訓練」と同じ。） 

 

   (ｳ) 災害図上訓練 

     災害時に想定される危険等を地図上に書き込んでいく訓練のことです。災害図

上訓練は、与えられた災害の想定について全員が自ら考え、発言・記入を行いま

す。災害時に何をすべきか自ら想像力を働かせなければならないため、思わぬ発

見が生まれる場合もあります。災害図上訓練には、保護者や協力者にも参加して

もらいましょう。 

 

役 割 確認項目（例） 

統括管理者 
人員配置や役割分担は適切だったか 

各係へ指揮するタイミングは適切だったか 

避難誘導係 図上でも児童を適切に避難誘導することができたか 
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   (ｴ) 避難経路の確認訓練 

     施設から避難場所まで実際に移動し、危険箇所の確認や避難時間を確認する訓

練です。 

 

役 割 確認項目（例） 

統括管理者 人員配置や役割分担は適切だったか 

避難誘導係 

適切に児童を避難誘導することができたか 

ハザードマップなどで、経路上に危険な箇所がないか確認

できたか 

実際に経路を移動し危険な箇所がないか確認できたか 

 

   (ｵ) 情報収集、伝達訓練 

     気象庁からの災害情報、河川の水位及びダムの放流量などの災害情報を収集

し、適切な伝達・対応をする訓練です。また、保護者や協力者への連絡訓練も含

まれます。 

 

役 割 確認項目（例） 

統括管理者 
人員配置や役割分担は適切だったか 

各係へ指揮するタイミングは適切だったか 

情報収集伝達係 情報の収集や伝達は、適切なタイミングだったか 

 

   (ｶ) 持ち出し品などの確認訓練 

     避難の際には、設備、装備品及び備蓄品を持ち出す必要があります。また、パ

ソコンに記録された情報についても、写真をはじめ重要なデータは、外付けハー

ドディスクなどに保存して持ち出す必要があります。児童の安全を確保しつつ、

避難準備の時間短縮や持ち出し品を運搬することは、避難における重要な課題の

一つです。また、避難場所や施設再開で必要なものは何かを職員間で話し合いま

しょう。 

 

役 割 確認項目（例） 

統括管理者 人員配置や役割分担は適切だったか 

避難誘導係 
避難に必要な設備や持ち出し品などは適切か 

準備するタイミングは適切か 
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   (ｷ) 引き渡し訓練 

     避難に際して、児童を保護者へ安全に引き渡すことは重要です。避難時の引き

渡しについて、ルールを確立しスムーズに行うことは、不要なトラブルを避ける

ためにも役立ちます。参観日に訓練を実施するなどの工夫と保護者の協力が必要

となります。 

 

  イ 訓練の目的と目標 

 

    避難訓練を実施する前に目的（確認すべき事項など）と、その目標（達成目標な

ど）を決めましょう。また、訓練終了後に達成度をふりかえりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜例＞ 

   訓練の種類： 避難経路の確認訓練 

   目   的： 施設から避難場所までの避難時間を確認する 

   目   標： 施設から出発して１５分で到着する 

 

  

訓練の目的 

（確認すべき事項など） 

・ 

・ 

訓練の目標 

（達成目標など） 

・ 

・ 
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 (3) 避難訓練の参加者 

 

   訓練に参加する施設職員、児童及び協力者などの訓練参加者の人数を決めます。 

訓練参加の人数は、実施する訓練の内容に応じて避難確保計画に定めた防災体制に

よる役割分担や人員配置に従い設定しましょう。 

協力者に協力を求めることを避難確保計画に定めている場合は、協力者も訓練に参

加してもらえるよう依頼しましょう。 

 

訓練の参加者・参加人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 避難訓練の日時 

 

   避難訓練の実施日時を決定しましょう。 

大雨による災害が発生する梅雨時や台風襲来前の 11 月頃から 5月頃の実施を検討し

ましょう。 

児童が訓練に参加する場合は、負担や安全等を考慮し、児童が参加する訓練部分を

なるべく短時間となるよう考慮しましょう。 

実際の避難では、大雨時の避難もあり得ることから、最悪の事態を想定し、訓練を

実施しましょう。 

 

実施日時 年  月   日  時  分から  時  分まで 

 

  

訓
練
参
加
者
内
訳 

□職員（全員・一部） 名 

□児童等（全員・一部） 名 

□その他訓練参加者 

保護者等 名 

地域の協力者 名 

その他 名 
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 (5) 避難訓練の実施体制 

 

   避難確保計画に定めた内容に従い、訓練の責任者（統括管理者）を決定するととも

に、訓練の内容に応じた人員配置や役割分担を決定しましょう。 

   役割分担は、防災情報や避難情報の収集・伝達を行う情報収集伝達係や、児童を引

率して避難する避難誘導係などがあります。 

   その他、避難訓練を補佐する者として、進行係や観察記録係、状況付与係などが必

要です。 

   各役割が行うべき内容については、「４．避難訓練の詳細内容の決定 (1)訓練参加

者の役割を決める」で確認してください。 

 

 

役割 行うべき内容（例） 氏名 

訓練参加者   

統括管理者 
訓練総括管理 

避難指示・判断他 
 

情報収集伝達係 
情報収集及び伝達 

クロノロジー 
 

避難誘導係 
避難誘導 

児童の安全確保 
 

訓練を補佐する者   

 進行係 
訓練進行 

避難情報等発信 
 

 観察記録係 
タイムキーパー 

写真・ビデオ撮影等 
 

状況付与係 災害パネル表示  
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２．訓練で想定する災害のシナリオ作成とタイムスケジュール（避難訓練の流れ）の 

  作成 
 

タイムスケジュールの作成 

 

 避難訓練を行う前に、タイムスケジュールを作成しましょう。 

 タイムスケジュールとは、「予定表」のことです。警戒レベルが上昇すると、どのように

状況が変化し、どのような情報が発信されるのか、その情報に対して、避難確保計画や施設

の状況に基づき、どのような行動をとるのかを記入します。 

 (1) 洪水のシナリオ部分には、「災害状況の変化➡警戒レベルの変更➡情報の発信」を記

入します。 

 (2) 行動のシナリオ部分には、「情報の発信（受信）➡統括管理者、情報収集伝達係及び

避難誘導係の行動」を記入します。 

 (3) 訓練の進行部分には、避難訓練を実施する際の時間を記入します。 

 タイムスケジュールの(1)洪水のシナリオ及び(2)行動のシナリオは避難訓練を計画する

前に作成しておきましょう。また、警戒レベルの変更など国の方針の変更や、避難確保計画

の変更なども反映しましょう。(3)訓練の進行には、避難訓練の日時を書き込みます。 

 なお、タイムスケジュールは情報を追加していくので、パソコンなどを使用すると便利で

す。 

 

 

 

 

 

  

(2)行動のシナリオ 
(1)洪水のシナリオ (3)訓練の進行 

警戒レベル 1 

警戒レベル２ 

 

避
難
訓
練
の
対
象 

警戒レベル３ 

警戒レベル４ 

警戒レベル５ 

タイムスケジュールの組み立て 
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  ア 洪水のシナリオ 

    「洪水のシナリオ」は、施設に影響を与える河川の洪水タイムラインを書き写し

ます。洪水タイムラインは、徳島県（県管理河川）や国土交通省四国地方整備局徳

島河川国道事務所／那賀川河川事務所（国管理河川）のホームページに掲載されて

いるので、確認してください。河川の水位が上昇するに伴い、自治体が避難情報を

発令するタイミングなどが記載されています。それらの情報を「洪水のシナリオ」

へ記入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 行動のシナリオ 

    洪水のシナリオの情報に対応する役割ごと       

の行動を「行動のシナリオ」に記入します。 

    なお、各行動は避難確保計画や各施設の慣

例に従って記載します。報告時の言葉も記入

すると避難訓練や実際の避難行動がスムーズ

に行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

国管理河川 県管理河川 

徳島河川国道事務所ホームページより 徳島県ホームページより 

【巻末補足資料参照：タイムスケジュールの作成】 
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【避難訓練のイメージ】 

段階的に発表される防災情報と、施設の主な行動を基に、避難訓練のそれぞれの

場面をイメージしてみましょう。 

 

防災情報など                            避難訓練 

警戒 

レベル 

（相当） 

 

避難 

情報 
雨の様子 

 

防災 

気象情報 

川の状況  

施設の 

主な行動 

 
避難訓練 

の  
フェーズ 
（段階） 

 

避難訓練時の施設の行動 

（例） 水位の 

状況 洪水予報 

 － 

 

 

 

 

 

早期警戒 

情報 
 

 

 

 

－ 
災害への 

心構えを 

高める 

 

   

事
前
説
明

 

 
現在の災害状況（想定）の 
確認と情報の共有 
（台風接近、○○川水位 
上昇中 など） 

 － 

災害 

の起こる 

おそれ 

 

 

 

 

 

大雨注意報 

 洪水注意報 
水防団待機

水位超過 

 

氾濫注意 

水位超過 

 
 

 

 

 

 

氾濫注意 

情報 

 

 

 

 

 

避難行動 

を確認 

する 

 

警
戒
避
難
準
備 

・川の水位や防災情報

などの情報収集 
・保護者へお迎えの連絡 

・避難準備 

・避難経路・持ち出し品 

などの確認 

 

 

 

高
齢
者
等
避
難 

重大な災害 

の起こる 

おそれ 

 

 
 

 

 
 

 

大雨警報 

洪水警報 
避難判断
水位超過 

 

 

 

 

 
 

氾濫警戒 

情報 

児 童 の 
避 難 開 始  

児
童
避
難 

・避難開始の決定 

・児童の避難開始 

・逃げ遅れた児童の確認 

・引き続き情報収集 

 

 
 

避
難
指
示 

重大な災害の

起こるおそれ

が著しい 

 

 

 

 
 

 

 

－ 
氾濫危険 

水位超過 

 

 

 
 

氾濫危険 

情報 

全 員 
避難開始  

職
員
避
難 

・避難開始の決定 

・張り紙をして全員避難  

－ 

 

※警戒レベル５の避難情報である「緊急安全確保」は、何らかの災害が 

すでに発生している可能性が高い状況です。警戒レベル４までに、 

必ず避難を完了するようにしましょう。 
－ 

 

終了・ふりかえり 

 

 

「「雨の様子」イラストの出典：気象庁ホームページ リーフレット」「雨と風（雨と風の階級表）」 

保護者のみなさまへ 
 
 
○○小学校へ避難し
ました 
〇時〇分 
連絡先 
 ×××-×××× 
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３．避難訓練の時に必要な情報の集め方 

 

 避難訓練では、避難に必要な情報は何か、どうやって情報を集めるかといった情報の集

め方についても訓練しましょう。 

特に、河川の水位や流量などは、パソコンやスマートフォンなどから、緊急時に必要な

情報がすぐ取れるよう、検索方法や、情報の見方など、普段から防災情報を見入る習慣を

身につけておきましょう。 

 

【避難訓練の時に必要な情報】 

情  報 情報収集先 

気象情報 

■気象庁ホームページ（天気、雨雲の動き、今後の雨） 

■テレビ・ラジオ・インターネット等 (NHK データ放送） 

■すだちくんメール   

避難情報 

(高齢者等避難、避難

指示、緊急安全確保） 

■市町村からの防災行政無線 

■テレビ、ラジオ、インターネット、緊急速報メールなど 

洪水ハザードマップ 

(洪水の範囲、浸水す

る深さなどの情報) 

■徳島県「水防・砂防情報マップ」 

■徳島県「河川の洪水浸水想定区域図」 

■市町村ごとの洪水ハザードマップ 

近くの河川の水位・雨

量等の防災情報 

■徳島県「徳島県水防情報」 河川水位情報 

■国土交通省「川の防災情報」 等 

河川上流にあるダム

の放流量 

■徳島県「徳島県水防情報」 ダム情報 
※上流にあるダムからの放流により、河川の水位が急激に上がる場合があります。ダム

からの放流量についてもチェックしましょう。 

 

【巻末補足資料参照：情報収集】 
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４．避難訓練の詳細内容の決定 

 

 (1) 訓練参加者の役割を決める 

 

   原則として、避難確保計画に定めた組織                   

の構成や役割分担、人員配置の基で訓練を

実施しましょう。 

   訓練により、避難確保計画に定めた体制                   

に問題がないか、児童の避難を円滑に実施

できるかを確認することが必要です。 

 

【役割分担の具体例】 

 

  

訓練参加者 

 

避難訓練を 

補佐する者 

 

 

統
括
管
理
者 

 

観
察
記
録
係
※ 

 

進
行
係 

 

児
童 

 

避
難
誘
導
係 

 

情
報
収
集 

伝
達
係 

状況に合わせた避

難の判断・指示を

行います。 

避難に関わる情報

を収集し統括管理

者などへ伝達しま

す。クロノロジーの

作成も行います。 

児童を避難場所ま

で安全に誘導しま

す。児童の避難準

備のほか、保護者

への連絡などを行

う場合もあります。 

避 難 訓 練 を 通 じ

て、避難するとき

に注意し、守らな

ければいけないこ

とを学びます。 

避難訓練の進行を

担当します。各段

階で災害の状況を

付与し、訓練参加

者へ判断・行動な

どを促します。 

避難訓練の状況を

ビデオや写真に記

録します。また、タ

イムキーパーとし

て、進行管理も行

います。 

・このほか、保護者や、協力いただける近隣住民の方の参加も検討してみてください。 

・施設利用者の避難確保に責任を有する施設管理者等は必ず参加してください。 

 

状
況
付
与
係 

災害時の河川や周

辺の状況などを示

したプラカードを、

適時適所に提示し

ます。各係はこれ

を見て状況判断な

どを行います。 

※観察記録係による

ビデオや写真撮影は

必ず行ってください。

「ふりかえり」の時に重

要な資料となります。 
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 (2) 当日の流れ、避難方法などを決める 

 

   洪水のシナリオ、おおまかなタイムスケジュール及び役割分担が決まったら、訓練

参加者が具体的に行うことをタイムスケジュールに書き込みましょう。 

避難訓練では、災害リスク認知・伝達→判断・指示→行動 が基本行動となります。 

この基本行動を基に、フェーズごとに実際に行うことを順番に書き込み、タイムス

ケジュールを完成させましょう。 

訓練時刻 所要時間

5日前 台風発生 1⇒2 台風に関する情報 注意

前日1:00 台風北上 台風に関する情報

9:00 事前説明

18:00 2

早期注意情報
（警戒級の可能性）
　　↓
大雨注意報・洪水注意報

保育所PC
ホワイトボード
洪水ハザードマップ

10min
当日6:00 暴風域

避難訓練進行
の概略説明
＜台風の状況
説明＞
＜河川水位の
状況説明＞

9:10 訓練開始 9:10

2
警戒
避難準備

「〇〇川　水防団待機水位超
過」の報告を受ける

＜館内放送＞
保護者へ迎えの連絡指示

災害情報等の収集及び周辺
状況の確認指示

「徳島県水防情報HP」〇〇川
の水位・雨量確認→水位等記
録

「気象庁HP」
台風情報を確認（水位・雨量
状況プラカード１確認）

建物の中から、現地周辺の情
報を確認

（周辺状況プラカード１
確認）

水位・雨量状況
プラカード１
周辺状況プラカード
を提示

災害情報等及び周辺状況
確認

水位・雨量の状況報告 周辺の状況報告

保護者への連絡完了の報告
を受ける

保護者への連絡完了の報告

＜館内放送＞
「避難準備開始」
持ち出し品、避難場所の状況
や避難経路の確認指示

避難持ち出し品リスト

災害情報等の収集及び周辺
状況の確認指示

「徳島県水防情報HP」〇〇川
の水位・雨量確認→水位等記
録

「気象庁HP」
台風情報を確認（水位・雨量
状況プラカード２確認）

建物の中から、現地周辺の情
報を確認

（周辺状況プラカード２確認）

水位・雨量状況
プラカード２
周辺状況プラカード２
を提示

災害情報等及び周辺状況
確認

水位・雨量の状況報告 周辺の状況報告

周辺状況等から、児童の
徒歩避難を決定

避難準備完了の報告を受け
る

避難準備完了の報告

9:40 70min 9:40
3 避難１

「高齢者等避難」発令の報告
を受ける

＜館内放送＞
『高齢者等避難』発令
児童避難準備・集合指示

避難準備完了の報告を受
ける

避難準備完了を報告

＜館内放送＞
「避難開始」指示

（児童の避難
開始を確認）

〇〇町企画防災課に避難
開始を報告
　避難者数報告
　必要な備品依頼

逃げ遅れ児童がいないか
館内確認を指示

確認完了の報告を受ける
統括管理者に確認完了
の報告

保護者への避難開始の連絡
を指示

保護者への連絡完了の報告
を受ける

保護者への連絡完了の報告

災害情報等の収集及び周辺
状況の確認指示

「徳島県水防情報HP」〇〇川
の水位・雨量確認→水位等記
録

「気象庁HP」
台風情報を確認（水位・雨量
状況プラカード３確認）

建物の中から、現地周辺の情
報を確認

（周辺状況プラカード３
確認）

水位・雨量状況
プラカード３
周辺状況プラカード３
を提示

災害情報等及び周辺状況
確認

水位・雨量の状況報告 周辺の状況報告

避難完了の報告を受ける 児童の避難完了報告

（児童の避難
完了報告を
確認）

①〇〇市企画防災課に児童
の避難完了を報告

保護者への児童避難完了の
連絡を指示

災害情報等の収集及び周辺
状況の確認指示

「徳島県水防情報HP」〇〇川
の水位・雨量確認→水位等記
録

「気象庁HP」
台風情報を確認（水位・雨量
状況プラカード４確認）

建物の中から、現地周辺の情
報を確認

（周辺状況プラカード４
確認）

水位・雨量状況
プラカード４
周辺状況プラカード４

災害情報等及び周辺状況
確認

水位・雨量の状況報告 周辺の状況報告

10:40 10:40 4 避難指示発令
（防災無線より）

すだちくんメール受信
〇〇川
氾濫危険水位超過

【氾濫危険水位
〇.〇m】超過

避難２ すだちくん
メール
〇〇川が氾濫
危険水位を超
過
〇〇町より「避
難指示」が発令

すだちくんメールから氾濫危
険水位超過の情報を受信
〇〇市防災無線より「避難指
示」発令を受信

＜館内放送＞
全員避難開始を指示

（全員避難を
確認）

②〇〇町企画防災課に全員
避難を連絡

全員避難開始

避難訓練
を終了

10:55

11:10

ふりかえり
15min

訓練終了
11:10

台風上陸

5

緊急安全確保発令
（防災無線より）

〇〇川氾濫

待機

ふりかえり
行動チェックシート

アンケート調査票

16:00

17:00

台風通過
雨が止む
河川水位低下

大雨警報解除

2日後
11:00

避難解除

児童の避難完了
児童の避難完了報告

保護者に避難完了の報告

逃げ遅れの確認、館内施錠
避難先等の貼り出し

各担当者発表
「工夫や改善すべき点」
「その他、気づいた点」

児童集合
児童への雨具（カッパ等）、防災頭巾等の装着

避難開始

避難経路に危険注意箇
所の状況付与
(数か所）

逃げ遅れ児童の館内確認

保護者への連絡

高齢者等避難　発令
（防災無線）

すだちくんメール受信
〇〇川
氾濫注意水位超過
避難判断水位超過

【氾濫注意水位
〇〇m】超過

【避難判断水位
〇〇m】超過

〇〇町防災無
線
「高齢者等避
難」発令

すだちくんメール
「氾濫注意水位」超過
その後、「避難判断水位」超過
を受信
統括管理者へ報告

水路の水位が
急激に上昇して
いる状態（満
水）

今後も大雨が
続く見込み

保護者へ迎えの連絡

持ち出し品（重要書類、非常
食など防災グッズ）を確認

避難場所・避難経路を確認
（危険箇所、ハザードマップ等
で確認）

避難誘導係Ｂ

大雨警報・洪水警報
すだちくんメール配信
（警報）

すだちくんメール受信

〇〇川
水防団待機水位超過

【水防団待機水位〇〇
m】超過

すだちくん
メール
〇〇川が水防
団待機水位を
超過

すだちくんメール
「水防団待機水位」超過を
受信
統括管理者へ報告

警戒
段階

進行係 〇〇町

行動内容と役割分担

避難訓練
補足資料

統括管理者
情報伝達係Ａ
(係リーダー）

情報伝達係Ｂ
避難誘導係Ａ
（係リーダー）

訓練の進行

時間（仮） 事象
警
戒

レ
ベ
ル

防災情報
（気象）

避難情報等

防災状況
（河川状況）

〇〇川

避難訓練開

＋3hr

＋4hr

避難訓練終了

-2hr

-1hr

-120hr

-36hr

-19hr

-2hr

-5hr

氾濫

フェーズ 1 

フェーズ２ 

フェーズ４ 

フェーズ３ 【フェーズ３（児童避難）】の 

書き込み例 参照 
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   フェーズごとに情報発信、認知・伝達、判断・指示、行動の骨子を整理します。 
   次に、骨子の内容を、役割ごとにあてはめ、具体的に行うべき行動を書き込んでい

きます。 

 

フェーズの骨子例 

フェーズ 

（段階） 
情報発信 認知・伝達 判断・指示 行動 

フェーズ１     

フェーズ２ 氾濫判断水位到達 
避難の可能性 

あり 
避難準備指示 避難準備 

フェーズ３ 高齢者等避難発令 

高齢者等避難 

発令確認 

児童の避難開始 

児童避難指示 

避難 

児童の安全確保 

保護者連絡 

フェーズ４ 氾濫危険水位到達 全員避難開始 全員避難指示 施錠確認等 

 
 
 
 
 

訓練前の事前説明（状況説明・注意点等確認） 
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【フェーズ３（児童避難）】の書き込み例 

フェーズ３では、高齢者等避難が発令され、児童は避難を開始します。 

統括管理者や情報収集伝達係は施設内で、引き続き情報収集や保護者への連絡を行いま

す。 

「高齢者等避難」発令の報告
を受ける

＜館内放送＞
『高齢者等避難』発令
児童避難準備・集合指示

避難準備完了の報告を受
ける

避難準備完了を報告

＜館内放送＞
「避難開始」指示

（児童の避難
開始を確認）

〇〇町企画防災課に避難
開始を報告
　避難者数報告
　必要な備品依頼

逃げ遅れ児童がいないか
館内確認を指示

確認完了の報告を受ける
統括管理者に確認完了
の報告

保護者への避難開始の連絡
を指示

保護者への連絡完了の報告
を受ける

保護者への連絡完了の報告

災害情報等の収集及び周辺
状況の確認指示

「徳島県水防情報HP」〇〇川
の水位・雨量確認→水位等記
録

「気象庁HP」
台風情報を確認（水位・雨量
状況プラカード３確認）

建物の中から、現地周辺の情
報を確認

（周辺状況プラカード３
確認）

水位・雨量状況
プラカード３
周辺状況プラカード３
を提示

災害情報等及び周辺状況
確認

水位・雨量の状況報告 周辺の状況報告

避難完了の報告を受ける 児童の避難完了報告

児童の避難完了
児童の避難完了報告

児童集合
児童への雨具（カッパ等）、防災頭巾等の装着

避難開始

避難経路に危険注意箇
所の状況付与
(数か所）

逃げ遅れ児童の館内確認

保護者への連絡

〇〇町防災無
線
「高齢者等避
難」発令

すだちくんメール
「氾濫注意水位」超過
その後、「避難判断水位」超過
を受信
統括管理者へ報告

避難誘導係Ｂ
〇〇町

行動内容と役割分担

避難訓練
補足資料

統括管理者
情報伝達係Ａ
(係リーダー）

情報伝達係Ｂ
避難誘導係Ａ
（係リーダー）

① 

④ 

⑤ 
⑥ 

⑦ 

⑧ 

③ 

 
①情報発信： 
進行係は、フェーズごとに防災

情報や避難情報を付与します。 

 
③判断・指示： 
避難開始を決定し、職員に

避難準備を指示します。 

すだちくんメール 
「氾濫注意水位」超過 
その後、「避難判断水位」
超過を受信 
統括管理者へ報告 

② 

 
②災害リスクの認知・伝達： 
防災情報などを受け(認知)、統
括管理者へ報告を(伝達)します。 

 

④行動： 
避難準備の指示を受け、児童の避難準備を行いま

す。準備完了後は、避難する人数などを統括管理者
へ報告します。 

 

⑤判断・
指示： 
周囲の状
況を確認
し つ つ 、

避難開始
を 指示し
ます。 

 

 

⑦伝達・指示： 
児童が避難を開始したことを市町村へ報告します。

また、情報収集伝達係に、逃げ遅れた児童の避難確
認を依頼します。 

⑧行動： 
館内に逃げ遅れた児童がいないか確認します。 

 

⑥行動： 
児童を引率し、避難を開始しま

す。あらかじめ危険個所を確認
しておき、安全対策に注意しつ
つ避難誘導を行います。 

次の行程に続いていきます 
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 (3) アクションカードを作る 

 

   アクションカードは、限られた時間と人員で、それぞれに与えられた役割を、適切

に無駄なく行動するための「活動指示書」です。 

全体のシナリオやタイムスケジュールが決まったら、それぞれの役割ごとに、アク

ションカードを作りましょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

〇アクションカードはいきなり「完成品」をつくる必要はありません。 

アクションカードの作成⇒避難訓練で検証⇒避難確保計画の見直し を繰り返すことによって、それぞれ

の施設の状況に合ったアクションカードに近づけていきましょう。 

〇このカードは、携帯するか、常に身近に見えるようにして、緊急時に備えましょう。 

 
 
 
 

 

 

 

 

      

 

【アクション内容】 

 

１．「避難準備」が出たら 

 児童に雨具を着せる 

 持ち出し品確認（名簿、重要データ等）    

 保護者へ一斉メール 

⇒お迎えのお願いと万一の場合の避難先と連絡先    

 人数確認・報告 ⇒〇〇先生に報告                

 

２．「避難開始」が出たら（徒歩の場合） 

 児童を〇〇教室に集合／人数確認・報告 

 ⇒〇〇先生に報告   

 避難開始  一列になって電車 

 危険注意！（橋や水路・車の通行・雨風の強いところ） 

 児童への声かけ                     

   

３．「避難場所」へ到着したら 

 人数確認 

 児童の体調確認 

 避難完了の報告 ⇒〇〇先生に報告      

 保護者へお迎えの一斉メール（安全になってからお迎えを） 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

連絡先 

〇〇先生  携帯             ／ △△先生  携帯             

第１避難先  〇〇小学校  連絡先               

第２避難先  〇〇中学校  連絡先               

連絡状況（   時   分   へ連絡） 

避 難 誘 導 係 
担当者氏名 

〇〇 〇〇 
組  

すみれ   
内容  

洪水のとき、安全に避難する  

こわくないよ 

おちついて  

水が溜まっていると

深さがわからない 

持ち出し品は手軽で

身軽に 

■ そ れ ぞ れ の

「フェーズ」（段

階）ごとに、その

とき、何をすべ

きか、具体的な

行動 （ア クショ

ン）を順番に記

入します。 

■文書は簡単・

簡潔にし、役割

担当者がカード

を読めば、必要

な行動がすぐに

分かるようにし

ましょう。 

【アクションカードの作り方】 

アクションカードには、役割担当の部分（各自がやるべきこと）のみを記入します。 

アクションカードの作成例 
■まず、担当する部署や、基本

的な役割を記入します。 

■連絡・報告先や

避難先、いつ連絡

したかなどが、すぐ

にわかるようにし

ておきましょう。 

■行動（アクショ

ン）の中で、特に

注 意 す べ き こ と

や、気を付けなけ

ればいけないこと

があれば、そのポ

イントを押さえて

おきましょう。 
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役割ごとに求められる訓練のポイントを以下に示しました。 

これらのポイントを踏まえ、タイムスケジュールを確認しましょう。 

●訓練参加者は、あらかじめ伝えるセリフを決めておく 

それぞれの場面で、あらかじめセリフを決め、「何を伝

えるか」「何を聞くか」「どのような行動をとるか」を参加

者同士で確認しておきましょう。 

●避難誘導係は、安全確保を第一に行動する 

児童の安全確保を第一に考え行動してください。 

徒歩で避難する場合は、避難経路の途中で危険とな

る箇所（水路や見通しの悪い曲がり角など）がないか、

事前に現地を見て確認しておきましょう。 

 
 

訓練に慣れるまでは、全員で読み合わ

せをするなど、事前に避難訓練の流れ

を確認しておきましょう。 

伝えるセリフを決めておけば、スムーズ

に進めることができます。 

水路などは、雨が降ると水位が上が

り、普段の状況と大きく変わる場合が

あります。 

事前確認するときは、災害時の状況を

想像しながら確認しましょう。 

また、徒歩で避難する場合は、避難場

所までの経路や所要時間を調べておき

ましょう。 

車両で避難する場合、車両の手配方法

やタイミングなどを確認しておきましょ

う。 

●訓練参加者は、自分の役割を確認する 

タイムスケジュールとアクションカードを作成したら、

全体の流れと、自分の役割（いつ、どこで、だれが、何を

する）を確認しましょう。 

●情報収集伝達係は、災害情報の入手手順を確認す

る。 

テレビ・ラジオ、防災無線以外に、インターネットを利

用することで、災害情報などを入手す 

ることができます。関連する Web サ 

イトなどからスムーズに必要な情報 

を得ることができるよう、普段から 

ら確認する練習をしておきましょう。 

河川の水位や気象情報などの災害情報

を入手する Web サイトは、「お気に入

り」に登録しておくと便利です。 

河川の水位を平常時や少し雨が降った

時、大雨の時などで比較しておくと、そ

の特徴を知ることができます。（このぐ

らいの雨が降ると、水位はこれぐらい

上がるなど） 

●統括管理者は、次の行動を考えながら訓練を進める 

統括管理者には、迅速で的確な判断と指示が求めら

れます。避難訓練の際は、常に先手、先手を考えながら

判断・指示を行いましょう。また、全体を見渡し、うまく

機能できているか確認しながら訓練を進めましょう。 

避難訓練ではタイムスケジュールによ

り避難開始の時間が決まっています

が、実際に災害が発生した時には、何

によって避難判断し、避難開始を指示

するのかを考えながら訓練に取り組み

ましょう。 

【役割ごとに求められる訓練のポイント】 

例） 

いつ→避難準備の放送があったとき 

どこで→お遊戯室で 

だれが→避難誘導係が 

何をする→児童に雨具を着せる 
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 (4) 避難先、避難経路、避難方法等を確認する 

 

 避難確保計画に定めている避難先が、想定される洪水による災害に対して適切か

どうか確認しましょう。 

 避難先については、収容人数や児童へ支援等が可能であるか（児童の支援に必要

な設備や備蓄品が備わっているか）、また、避難を開始する際に、避難先として

開所しているかどうか等を確認しましょう。 

 避難にあたっては、児童が最も安全かつ短時間で避難できる避難先を検討してく

ださい。 

 災害の状況によっては、別の避難先に避難することも考えられます。第２、第３

の避難先も確認しておきましょう。 

 選択した避難方法（徒歩等）で避難する場合にかかる時間を、あらかじめ確認し

ておきましょう。 

 緊急安全確保の方法についても確認しましょう。 

 

   避難先、移動距離及び避難方法 

 訓練の種類（立退き避難／屋内安全確保）に応じて避難先、避難経路、避難方法

を検討してください。 

 避難経路や避難に要する時間は、避難先ごとに確認しましょう。 

 避難経路ごとに避難方法（車、徒歩等）や避難誘導係の配置を確認しましょう。 

 避難方法は、安全かつ短時間で避難できる手段となっているか確認しましょう。 

 

立退き避難の場合の避難先（浸水想定区域外への避難） 

災害 

種類 

避難先

名称 

移動 

距離 

避難方法 
避難に要

する時間 

避難開始

基準 徒歩 車両 
その他 

機材 

   □ 
□ 

（  台） 
   

 

屋内安全確保の避難先（家屋倒壊等氾濫想定区域外にあり浸水しない居室がある） 

災害 

種類 
避建物名称 

施設内の具体的

な避難先 
避難方法 

避難に要

する時間 

避難開始

基準 
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 (5) 避難訓練に必要な資器材を準備する 

 

 避難確保計画に定めている、避難や情報収集に必要と考えられる装備品、持ち

出し品を確認しましょう。 

 不足しているものがある場合は、手配しておきましょう。 

 避難する際に、装備品や持ち出し品等を準備するタイミングについても確認し

ましょう。（児童の避難準備に時間がかかることも考慮しておいてください。） 

 実際の避難時とは別に、避難訓練を行うときに必要な設備、備品等もあります。 

必要なものについてはあらかじめ準備しておきましょう。 

 

避難に必要な装備品や備蓄品等（例） 

分類 装備品や備蓄品等 数量 
設置場所 

・ 

保存場所 

情報収集・伝達に必

要なもの 

テレビ／ラジオ   

インターネット接続のパソコン／タブ

レット端末 

  

電話／ファクシミリ   

携帯電話／スマートフォン   

電池／非常用電源   

最終避難時の避難先張り出し用紙   

避難誘導に必要な

もの 

名簿（児童名簿）   

ビブス   

雨具／ヘルメット   

避難経路を示したマップ   

救急用品   

携帯電話／スマートフォン   

移動用車両(車両避難の場合)   

避難先で必要なも

の 

水、食糧、ミルク   

衛生用品／衣料品（着替え）   

予備電池／携帯充電器   

その他 （              ）   

（              ）   
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避難訓練に必要な資器材等（例） 

分類 装備品や備蓄品等 数量 
設置場所 

・ 

保存場所 

共通 タイムスケジュール   

ビデオ／カメラ   

ストップウォッチ   

ビブス   

情報収集・伝達に必

要なもの 

インターネット接続のパソコン／タブ

レット端末 

  

電話／ファクシミリ   

携帯電話／スマートフォン   

ハンドマイク   

ホワイトボード／黒板   

マーカー・筆記具／付箋   

水位・雨量などの記録用紙   

災害状況付与資料 

(河川水位・雨量・周辺状況など) 

  

避難誘導に必要な

もの 

危険箇所を示す資料   

土のう・水のう（避難車への児童の代替

として） 

  

避難車（徒歩で避難する場合）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水位・雨量など記録用紙 

危険箇所を示す資料 

土のう 
ビブス 

避難車を使用

す る と き 、 児

童を乗せる代

わりに土のう

や水のうを積

むなどの方法

もあります。 
 

撮影した動画

などを確認す

ると き 、ど の

役割の人が何

を し た か 、 わ

かりやすく判

別することが

できます。 

避難経路の危

険箇所がどの

ような状況に

なっているか、

その場で提示

します。 

雨量や最寄りの河川の

水位を記録することで、

避難するタイミングを知

ることができます。避難

訓練で、雨量や水位を

確認・記録する方法を身

につけましょう。 
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 (6) 児童に避難訓練の事前説明をしておく 

 

 児童の年齢に合わせてわかりやすく話

しましょう。 

 興味や関心を持ってもらうために、絵

本やペープサート、パネルシアターな

どを利用し、児童に避難の重要性を伝

えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ペープサート 

 
 

雨が降るときは電車ごっこで避難 

避難する時、児童の安全を考え、職員が道路側に立って歩きますが、児童は側溝や水路側を歩

くことになります。雨が降っているときは、水路から水があふれたり、足元が見にくくなり危険

な場合があります。こんなときは一列になって避難しましょう。前後から職員が安全を確認しな

がら避難してください。 

児童たちは、ロープなどを持って「電車ごっこ」で避難しましょう。 

水路側も危険 一列に並んで避難
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第２章 訓練の実施                             

【ステップ２】 
 

 設定した「訓練の実施日時」に従い行ってください。 

 「訓練の種類と目標」で設定した訓練の内容によって、訓練の流れは異なります。 

 訓練の目的と目標を意識して訓練を実施してください。 

 定期的に訓練を実施する度に、想定する災害のパターンや避難先、避難する時間帯、

施設の状況などを変えたシナリオにすることで、実際の災害時に想定していない

事態になった場合にも臨機応変に適切な判断と対応ができる可能性が高まります。 

 避難訓練を重ねて、災害に対する対応力を高めていくことが重要です。 

 

  次に、訓練の種類別による実施方法を示します。 

 

１．立退き避難、屋内安全確保訓練 

 

 立退き避難訓練や屋内安全確保訓練では、避難確保計画に定められている事項を

点検し、適切に避難できることを確認します。 

 参加者全員で、役割や人員配置等を確認してください。 

 

役割 実施項目 

統括責任者 

 実施体制で設定した人員配置や役割分担が訓練を通じて適切であったか

確認してください。 

 また、各係へ指示するタイミングなどについても確認してください。 

情報収集 

伝達係 

 情報収集・伝達方法を確認し、適切なタイミングで情報を収集、伝達す

ることができるか、実際に情報収集や情報伝達を行い確認してくださ

い。 

避難誘導係 
 避難先、避難経路、避難方法等を確認して、適切かつ安全に避難誘導す

ることができるか、確認してください。 

避難訓練を

補佐する者 

 進行係は、避難情報などを適時に発信し、決められた時間内で完了でき

るよう進行してください。 

 観察記録係は、事象発生ごとに記録をしてください。また、カメラ・ビ

デオ撮影では参加者全員の行動が記録されるようにしてください。 

 状況付与係は、訓練進行に合わせて適時、状況を付与してください。 
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２．避難経路の確認訓練 

 

 避難経路の確認訓練では、避難確保計画に定められた事項を点検し、適切に避難

できることを確認してください。 

 実際の災害による状況を想定しながら、避難経路を確認してください。 

 

役割 実施項目 

統括責任者 
 実施体制で設定した人員配置や役割分担が訓練を通じて適切であったか

確認してください。 

避難誘導係 

 避難先、避難経路、避難方法等を確認して、設定している避難経路で安

全に避難誘導することができるか、ハザードマップ等で経路上に危険な

場所がないか確認することや、実際に経路を移動し危険な箇所がないか

確認してください。 

避難訓練を

補佐する者 

 観察記録係は、カメラ・ビデオ撮影では、避難誘導時の児童の隊列の状

況や行動が記録されるようにしてください。 

 状況付与係は、危険注意箇所などの状況を付与してください。 

 

３．情報収集・情報伝達訓練 

 

 情報収集・情報伝達訓練では、避難確保計画に定められている事項を確認し、情

報収集、情報伝達訓練を行ってください。 

 

役割 実施項目 

統括責任者 
 実施体制で設定した人員配置や役割分担が訓練を通じて適切であったか

確認してください。 

情報収集 

伝達係 

 情報収集・伝達方法を確認し、適切なタイミングで情報を収集、伝達す

ることができるか、実際に情報収集や情報伝達を行い確認してくださ

い。 

避難訓練を

補佐する者 

 観察記録係は、カメラ・ビデオ撮影では、情報の取得から伝達、判断・

指示、行動、クロノロジーへの記録に至る一連の流れが記録されるよう

にしてください。 

 状況付与係は、河川の水位、雨量、周辺の状況など、適時状況を付与し

てください。 
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４．図上訓練 

 

 図上訓練では、避難確保計画に定められている事項を点検し、適切に避難できる

ことを確認します。 

 参加者全員で、役割や人員配置等を確認してください。 

 

役割 実施項目 

統括責任者 

 実施体制で設定した人員配置や役割分担が訓練を通じて適切であったか

確認してください。 

 また、各係へ指示するタイミングなどについても確認してください。 

情報収集 

伝達係 

 情報収集・伝達方法を確認し、適切なタイミングで情報を収集、伝達す

ることができるか、図上で確認してください。 

避難誘導係 
 避難先、避難経路、避難方法等を確認して、適切かつ安全に避難誘導す

ることができるか、図上で確認してください。 

避難訓練を

補佐する者 

 進行係は、避難情報などを適時に発信し、決められた時間内で完了でき

るよう進行してください。 

 観察記録係は、カメラ・ビデオ撮影では参加者全員の行動が記録される

ようにしてください。 

 状況付与係は、訓練進行に合わせて適時、状況を付与してください。 

 

 

５．設備や装備品、持ち出し品等の確認訓練 

 

 装備品や持ち出し品等の確認訓練を行い、避難確保計画に定めている事項を点

検し、装備品、持ち出し品等が適切に備わっているか確認しましょう。 

 

役割 実施項目 

統括責任者 

 実施体制で設定した人員配置や役割分担が訓練を通じて適切であったか

確認してください。 

 また、各係へ指示するタイミングなどについても確認してください。 

情報収集 

伝達係 

避難誘導係 

 装備品や持ち出し品等を確認し、避難に必要なものが適切に備わってい

るか、避難する際に準備するタイミングについても確認しましょう。 

 施設の重要な情報資産（児童の名簿等）を紙媒体から電子媒体（電子デ

ータ化）へ移行するなど、持ち出し品等の軽量コンパクト化も確認して

みましょう。 
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【上板町立さくら保育所避難訓練】 

 

避難訓練の実施 

フェーズ 1：事前説明 

  フェーズ 2：警戒・避難準備 

フェーズ 3：児童避難 

フェーズ 4：職員避難 

ふりかえり 

 

１．事前説明による参加者間での情報共有 

 

 【フェーズ 1（事前説明）】（避難訓練の基本行動から作成）では、進行係が、避難訓練

の全体の流れと、河川の水位や雨の降り方など、訓練の前提となる「現在の状況」を説

明し、参加者全員がイメージを共

有できるようにしました。 

 訓練参加者は、それぞれ役割が分

かるよう、担当係名を記したビブ

スを着用しました。 

 観察記録係は、事前説明から避難

訓練終了まで避難訓練の内容や経

過時間を記録しました。 

 

２．避難訓練の開始 

 

 進行係は、シナリオやタイムスケジュールに沿って状況を付与しました。 

 情報収集伝達係は、進行係から付与された「災害に関する情報」を収集し、統括管理者

へ報告しました。 

 統括管理者は、収集した情報を基に、避難行動を判断し、避難誘導係へ避難行動を指示

しました。 

 情報収集伝達係は、収集した情報を、水位記録用紙やホワイトボードなどに記録しまし

た。 

 

ビブスの着用 

【参考事例】 

以下に、上板町立さくら保育所で行った「立退き避難訓練」の実績を紹介します。 
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クロノロジーとは、情報を時系列に沿ってホワイトボードなどに書き出し、災害情報を共有し整

理する手法のことで、「時間、情報の発信者（機関）、情報の受信者、内容」をどんどん書き出し

ていきます。防災情報の中で特筆すべきことがあればそれも記入します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

３．避難場所への児童の避難誘導 

 

 【フェーズ 2（警戒・避難準備）】では、児童の

避難準備と保護者にお迎えの依頼の連絡※をし

ました。なお、保護者への連絡は、児童の避難

開始時と避難完了後に行いました。 

※保護者への連絡方法は避難確保計画に従ってく

ださい。 

災害時には保護者へ確実に連絡が付くように普段

から保護者と協力し、十分な訓練をしておきまし

ょう。 

 また、避難準備の段階では、児童の避難準備と保護者への連絡を同時に行わなければな

らない状況もありました。連絡方法については、電話だけではなく、保護者への一斉メ

ール配信などの方法も、今後、検討していきます。 

  

記載例 

保護者への連絡訓練 

時間 発 受 内    容 
〇：〇〇 徳島県 ○○ ○○川水防団待機水位超過 
〇：〇〇 市町村 ○○ 「高齢者等避難」発令 
〇：〇〇 ○○長 全児童 全児童避難開始の一報 
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 【フェーズ 3（児童避難）】では、児童の様子に気を配ると同時に、周辺の危険箇所や

車の通行に注意して、安全を確保しながら児童を避難誘導しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【フェーズ 4（職員避難）】では、逃げ遅れの確認を行い、避難先や連絡先を書いた紙

を張り出した後、施設を施錠して、職員全員が避難を開始しました。 

 

４．避難訓練の内容を映像、写真の記録     

 

 観察記録係は、避難訓練の進行状況を

ビデオや写真に記録しました。 

 避難誘導に要した時間も記録し、時間

の把握やふりかえりに活用しました。 

 情報収集伝達係と避難誘導係の動きを

同時に記録できるよう、それぞれの係に

一人ずつ観察記録係を配置しました。 

 

 

ビデオ撮影による記録

避難経路は、児童が歩き慣 

れている道を優先しましょう 
避難経路は、道幅がせまく交通

量が多い区間は避けましょう 
声かけなどで、訓練に慣れが

出ないように工夫をしましょう 

橋を渡る時は、風と川の 

流れにも注意しましょう 
雨で視界が悪くなること 

にも注意しましょう 

水路から、水があふれ出るこ

ともあるため注意しましょう 
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５．ふりかえり 

 

 避難訓練で撮影したビデオ映像を

見ながらふりかえりを実施しまし

た。 

 「良かった点」、「改善すべき点」を

整理しました。 

 保護者への連絡方法や、避難誘導時

の児童の安全確保等について課題が

あげられ、次回の訓練で改善を図り

たい等の意見が示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ふりかえり 
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第３章 ふりかえり                             

【ステップ３】 
 

 訓練実施後、速やかに、参加者全員で、ふりかえりを行いましょう。 

 訓練計画時に決めた訓練の目的・目標について達成度を確認しましょう。 

 その後、個別の反省点や行動等について意見交換をしましょう。 

 ふりかえりであげられた意見や問題点を整理し、避難確保計画や次回の避難訓

練へ反映しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
１．参加者によるふりかえりの実施 

 

 役割ごと、グループごとに分かれ、避難訓練時に撮影した映像や写真などを用いて、参

加者全員が意見を出やすくする工夫をしましょう。 

 

 (1) 避難訓練の記録の活用 

   ふりかえりには訓練の記録が重要です。クロノロジーや写真、ビデオ撮影などで記

録します。記録する際の注意点は、次のとおりです。 

・記録は役割ごとに、その様子を時系列で記録する。 

・クロノロジーは画像やデータとして残し、後で確認できるようにする。 

・写真やビデオには記録時間が残るように撮影をする。 

・写真については、全体の状況と細部の状況がわかるよう、近景と遠景を撮影する。 

ふりかえり 

内  容 

・避難にかかった時間は適当で 

あったか？ 

・避難経路の安全性に問題はな 

かったか？ 

・避難する際の設備や資器材に 

課題や不足がなかったか？ 

など 

避難確保計画の見直し 避難訓練の見直し 

・訓練の目的・目標は達成できた

か？ 

・時間内に避難訓練を終えるこ 

とができたか？ 

・訓練参加者はそれぞれの役割 

ごとに行動できたか？ 

 など 

避難確保計画に反映 次回の避難訓練に反映 
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・写真やビデオのデータは、時系列で確認できるように保管する。 

訓練時のクロノロジーや写真・ビデオ映像などの記録を活用しながらふりかえりを

実施しましょう。 

 

 (2) 意見等の収集・整理 

 

   ふりかえりによる意見等の収集・整理方法は数多くあります。ホワイトボードを活

用して意見の集約・整理を行うことや、ビデオを観ながら意見を述べ合うことも有効

です。また、場面ごとに写真を並べ、写真を見ながら意見を出し合う方法も有効で

す。 

ビデオ映像だけでは見逃してしまうような場面でも、じっくりと写真を見ること

で、その時の行動から、反省点や問題点を思い出し、ふりかえりの感想や意見として

出しやすくすることができます。 

いずれの方法でも、メモや付箋を準備して、訓練の感想や意見をその場で書き込め

るようにしましょう。 

 

 

 

 

 

    

ホワイトボードなどを活用して全員の意見を整理しましょう。 

 

＜例＞ 

   (1) 各自が、避難訓練でグリーンの付箋に「良かった点」を、ピンクの付箋に

「改善すべき点」を記入します。 

   (2) 「改善すべき点」の付箋を次の３つに分類します。 

 

a 自分たちですぐに対応できる事項 

b 時間はかかるが対応すべき事項 

c 国、県、町など関係機関の協力が必要な事項 

 

   (3) 各付箋をホワイトボードの該当する欄に貼り付けます。 

 

【巻末補足資料参照：意見の整理】 

 

【参考】    ホワイトボードを使った意見の整理方法 
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[各事項の意味] 

 良かった点 ➡ 【今後も継続して実施する事項】 

 改善すべき点 

a すぐに対応できる事項 ➡ 【訓練後、すぐに改善して実施する事項】 

b 対応に時間がかかる事項 ➡ 【期間を決めて改善する事項】 

c 関係機関の協力が必要な事項 ➡ 【関係機関に相談し、改善する事項】 

役割 良かった点 

改善すべき点 

a 自分たちで、 

すぐに対応できる 

事項 

ｂ 時間はかかるが 

対応すべき事項 

ｃ 国､県､町など 

関係機関の協力が 

必要な事項 

避
難
誘
導
係 

全員無事に避

難できた。 

最後尾を、子供と手

をつないで歩いた

が、後ろから来る車

に気を付けることが

できなかった。 

事務室への連絡を部

屋（教室）の電話か

らかけたら、避難誘

導係の行動に余裕が

できると思う。 

児童の避難に必要な

人員が不足している

ため、消防団などと

の連携が必要だと思

う。 

保育士みんな

で避難経路な

どの確認をし

た。 

防災頭巾と一緒に防

寒着を着ておけばよ

かった。 

保護者への連絡をメ

ール(一斉メールな

ど）で対応できるよ

うにしてほしい。 

  

情
報
伝
達
係 

所長の館内放

送で、全体に

すだちくんメ

ールを知らせ

たこと。 

（電話で避難情報な

どの受け渡しをした

場合）周りに聞こえ

るように電話スピー

カーで話す。 

   

  

数字（の伝達）が必

要な場合はメモが必

要だが、TEL の内

容、口頭指示の場合

は、メモを書かなく

てもよいのでは？ 

   

 貼り付けられた付箋内容 (さくら保育所例) 

ふりかえりの様子 
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    参加者は、移動しながら時間の経過順に並べられた写真を確認し、感想や意見な

どを付箋に記入し、横の模造紙の区分にあわせて、貼り付けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．参加者へのアンケート調査や個別のヒアリングなどによる意見の収集 

 

 訓練参加者を対象に、アンケート調査やレポートの提出、個別ヒアリングを行うなど、

意見を集めるための工夫をしてみましょう。 

 参加した児童からも感想を聞いてみましょう。子供の視点から気づくこともあります。 

 

【巻末補足資料参照：アンケート調査様式事例】 

 

  

模造紙 

写真のタイトル 

良かったこと わかったこと 
次回にやる 

こと 

   

 

避難訓練の写真 

 

人の

移動 

【参考】    写真を使ったふりかえりの意見収集 
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３．課題の抽出と、避難確保計画の見直し 

 

 ふりかえりやアンケート、ヒアリングなどで明らかになった課題点などを整理し、

解決策を考えてみましょう。 

 一度にすべての課題に対応をするのではなく、段階を踏んで、着実に実行できる

ことから取り組んでいきましょう。 

 市町村の助言を得ながら、訓練で得た問題点や解決策を避難確保計画に反映させ、

より実効性の高い避難確保計画へと更新していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) Plan (計画) :避難確保計画を作成します。 

(2) Do (実行)  :避難確保計画に基づいた避難訓練を実施します。 

(3) Check (評価):避難訓練のふりかえりに該当します。避難訓練の実施により、避難

の問題点を明らかにします。 

(4) 点 Action (改善):避難の問題を解消するために、対応する避難確保計画を見直します。 

再び 

(1) Plan (計画) :問題点が改善された避難確保計画を作成します。 

 

 以上のサイクルとなります 

  

PDCA サイクルに基づく避難確保計画

構築のイメージ 

Plan 

避難確保計画の作成 

Do 

避難訓練の実施 

Action 

避難確保計画の 

見直し 

Check 

避難訓練内容の検証 

就学前施設 

市
町
村
長 

助言・指導 

報告 
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第４章 避難訓練実施に向けての注意事項             

 

１．避難時の安全確保と、児童の健康状態への注意 

 

 屋外で避難訓練を行う場合、安全確保とともにイベント保険の活用を検討して

みましょう。 

 実動を伴う訓練が困難な場合は、地図を使った図上訓練など、他の訓練の方法

も検討してみましょう。 

 不織布マスクの着用やこまめな換気、手洗い、手指消毒、うがいなどの基本的

な感染防止対策を行い、訓練を実施しましょう。 

 

２．避難訓練の実施方法の工夫 

 

 避難訓練のすべての工程を実施することができない場合は、避難誘導だけな

ど、できる部分から実施していきましょう。 

 最初は、一部の児童（年齢別など）のみで避難訓練を行い、課題点・問題点を

洗い出し、その後、内容を充実させながら、段階的に全員参加の避難訓練へ進

めていくことも検討してみましょう。 

 予定していたタイムスケジュールどおりに進まない時でも、そのまま続けまし

ょう。タイムスケジュールどおりに進まなかった原因は、次回の課題点として

整理しておきましょう。 

 避難訓練のやり方が分からない時は、市町村防災担当課へ相談しましょう。 

 避難訓練が形だけにならないよう、避難訓練のやり方やシナリオの内容を変え

て、常に新しい視点を持って避難訓練ができるよう工夫していきましょう。 

 

３．避難訓練実施後の市町村への報告 
 

 令和 3年 7 月の水防法の改正により、要配慮者利用施設が避難確保計画に基づ

き避難訓練を実施した場合、施設管理者等は、その結果を市町村長へ報告する

ことが義務付けられています。 

 避難訓練は原則として年１回以上実施し、避難訓練実施後、１ヵ月以内に「避

難訓練実施結果報告書」を市町村防災担当課まで提出してください。 

 市町村は、避難確保計画や避難訓練の結果に関し、施設管理者等に対し助言や

勧告を行うことができます。助言や勧告を受けた要配慮者利用施設は、避難確
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保計画の見直しや避難訓練結果の検

証を行い、実効性を高める取り組み

を進めていきましょう。 

 訓練を実施して、避難確保計画を見

直した場合は、忘れずに市町村防災

担当課に「避難訓練実施結果報告

書」を提出しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【巻末補足資料参照：避難訓練実施結果報告書様式(例)】 



 

 

 

巻末 資料編 補足資料                          

   

 

 水防法について 

 洪水の原因と仕組み 

 タイムスケジュールの作成 

 情報収集 

 意見の整理 

 アンケート調査様式事例 

 避難訓練実施結果報告書様式（例） 

 休園基準について 



 
 

 

 

 

 

 

 

水防法について 
 



 
 



1 
 

水防法について 

 

平成２９年６月の「水防法」の一部改正により、洪水浸水想定区域に所在し、市町村地

域防災計画に名称及び所在地が定められた要配慮者利用施設（注）の所有者または管理者

は、避難確保計画の作成及び避難訓練の実施が義務付けられました。また、令和３年５月

にも「水防法」が一部改正され（令和３年７月施行）、要配慮者利用施設の所有者または

管理者の実施義務とされている避難訓練は、市町村長へ訓練結果の報告が義務付けられま

した。また、報告を受けた市町村長は、要配慮者利用施設の所有者または管理者に対し

て、訓練内容に関する助言・勧告をすることが可能となりました。 

なお、水防法に基づく避難訓練の回数は、年 1回以上とされており、水害に対する避難

訓練を実施する必要があります。 

 

注）要配慮者利用施設とは、社会福祉施設、学校、医療施設その他の主として防災上の配

慮を要する者が利用する施設を言います。 

＜施設の例＞ 

〔社会福祉施設〕 

・老人福祉関係施設 

・有料老人ホーム 

・地域活動支援センター 

・福祉ホーム 

・障害福祉サービス事業の用に供する施設 

・保護施設 

・児童福祉施設【保育所が含まれます。】 

〔学校〕 

・幼稚園 

・小学校 

・中学校 

・高等学校 

・特別支援学校 

・高等専門学校 

・専修学校  

〔医療施設〕 

・病院 

・診療所 

・助産所 等 

 

 

 

水防法 

第１５条の３第５項 

第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、同項に規定する計画で定めるところ

により、同項の要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保のた

めの訓練を行うとともに、その結果を市町村長に報告しなければならない。 

同条第６項 

市町村長は、第二項又は前項の規定により報告を受けたときは、第一項の要配慮者利用

施設の所有者又は管理者に対し、当該要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ

迅速な避難の確保を図るために必要な助言又は勧告をすることができる。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪水の原因と仕組み 
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１．洪水の原因 

 

(1) 台風 

熱帯の海上で発生する低気圧を「熱帯低気圧」と呼びますが、このうち北西太平洋

（赤道より北で東経 180 度より西の領域）または南シナ海に存在し、なおかつ低気圧

域内の最大風速（10 分間平均）がおよそ 17m/s（34 ノット、風力８）以上のものを

「台風」と呼びます。熱帯の海上では、太陽のエネルギーを多く受けるため、海面の

温度が上昇しやすく、強い上昇気流を伴う低気圧が生まれます。さらに、こうした地

域は水蒸気の量が多いため、上昇気流によって生まれた雲は巨大化し、激しい雨を降

らせます。 

台風は、通常東風が吹いている低緯度では西に移動し、太平洋高気圧のまわりを北

上して中・高緯度に達すると、上空の強い西風（偏西風）により速い速度で北東へ進

むなど、上空の風や台風周辺の気圧配置の影響を受けて動きます。また、台風は地球

の自転の影響で北～北西へ向かう性質を持っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：気象庁ホームページ） 
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(2) 局地的大雨と集中豪雨 

一つひとつの積乱雲は寿命が短く、広がりも小さいことから、単独の積乱雲から降

る雨による影響は、短時間で局地的な範囲に限られます。このような雨は、急に降り

出し短時間で降り終わることが多く、にわか雨となります。大気の状態が不安定な場

合、積乱雲は発達し、より強い雨をもたらします。局地的大雨は、単独の積乱雲が発

達することによって起きるもので、一時的に雨が強まり、局地的に数 10mm 程度の総

雨量となります。 

集中豪雨は、前線や低気圧などの影響や雨を降らせやすい地形の効果によって、積

乱雲が同じ場所で次々と発生・発達を繰り返すことにより起きるもので、激しい雨が

数時間にわたって降り続き、狭い地域に数 100mm の総雨量となります。 

 

 

（出典：気象庁ホームページ） 
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(3) 線状降水帯 

 次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）が列をなした、組織化した積乱雲群によっ

て、数時間にわたってほぼ同じ場所を通過または停滞することで作り出される、線状

に伸びる長さ 50～300km 程度、幅 20～50km 程度の強い降水をともなう雨域を線状降

水帯といいます。 

 毎年のように線状降水帯による顕著な大雨が発生し、数多くの甚大な災害が生じて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：気象庁ホームページ） 

気象庁の解析雨量から作

成した、平成 26 年８月 20

日 4 時の前 3 時間積算降

水量の分布 
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2．洪水の仕組み 

 

洪水警報は、河川の増水に起因する災害を対象としており、これには河川の水位が上昇

し堤防を越えたり破堤するなどして堤防から水があふれる「外水氾濫」と、河川の水位が

高くなることで周辺の支川や下水道から水があふれる「（湛水型の）内水氾濫」（本川から

支川への逆流によるものや、人為的な水門閉鎖によるものも含みます。）があります。 

 

(1) 外水氾濫 

 「外水氾濫」に対しては、当該河川の流域雨量指数による基準（流域雨量指数基

準）を設定します。過去約 30年間の洪水災害発生時の流域雨量指数の値を調査し、

「流域雨量指数がこの数値を超えると重大な洪水災害がいつ発生してもおかしくな

い」という値を洪水警報の基準として設定しています。過去に重大な洪水災害の発生

が確認されていない河川については、流域雨量指数の過去データを統計的に処理し

て、30 年に一度超えるかどうかという値（30 年確率値）を洪水警報の基準として設

定しています。また「洪水警報の基準を大きく超過した基準」については、50年に一

度超えるかどうかという値（50 年確率値）を設定することを基本としています。 

 なお、洪水警報の基準は、1km 四方の格子毎に設定しています。全国の格子の中に

は、流域雨量指数を計算している河川（約 20,000 河川が対象）が通っていない格子

もありますが、そのような格子においてもタンクモデルによる流出量の算出及び地形

に沿った流下計算を簡易的に行っており、この値を用いて基準値を設定しています。 

 

(2) 内水氾濫 

 「（湛水型の）内水氾濫」に対しては、当該河川の増水の状況を示す流域雨量指数

に加えて、周辺の地表面を流れる雨水の状況を示す表面雨量指数も用いて基準（複合

基準）を設定します。流域雨量指数基準と同様に、過去の災害発生時の流域雨量指数

及び表面雨量指数の値をくまなく調査した上で基準を設定していますが、調査期間内

に湛水型の内水氾濫による重大な災害発生が確認されていない河川では複合基準を設

定していません。 

 気象庁では、これらの基準値は、最新の洪水災害発生履歴データを用いて定期的に

見直しを図り、より適切な洪水警報・注意報の発表や洪水キキクル（洪水警報の危険

度分布）の提供ができるよう努めています。 
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（出典：気象庁ホームページ） 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイムスケジュールの作成 
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1．タイムスケジュールとは 

 

タイムスケジュールとは、「予定表」のことです。言い換えると災害を想定し、「①いつ」

「②誰が」「③何をする」のかを明確にしておく防災行動計画です。手引きで紹介したタイ

ムスケジュールに、「①いつ」「②誰が」「③何をする」を加えると次のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「訓練の進行」と「洪水のシナリオ」部分に「いつ」を記入し、「行動のシナリオ」部分

には、「誰が」「何をする」を記入することになります。「いつ」「誰が」「何をする」を１枚

にまとめることで、円滑な避難行動を実施することが可能となります。 

  

行動のシナリオ 

洪水のシナリオ 

訓練の進行 

警戒レベル 1 

警戒レベル２ 

 

避
難
訓
練
の
対
象 

警戒レベル３ 

警戒レベル４ 

警戒レベル５ 

①いつ 

②誰が 

③何を 

する 
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2．洪水のシナリオ 

 

洪水のシナリオの基本的な項目は、次のとおりです。進行係や状況付与係の項目を追加す

る場合もあります。訓練の状況に合わせて作成しましょう。 

 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

時間(仮) 事 象 

警
戒
レ
ベ
ル

防災情報(気象)
防災情報 

(河川状況) 
市町村 

 

(1) 時間（仮） 

 施設に影響を及ぼす河川のタイムラインを参考に記入します。 

 ハザードマップなどで、施設に影響を及ぼす河川は確認できたと思います。その河川

の洪水タイムラインをまず記入します。 

国が管理する河川として、国土交通省四国地方整備局徳島河川国道事務所のホーム

ページにおいて、次の河川の洪水タイムラインが掲載されています。 

（ http://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/yoshinoriver/saikoutiku/kouzuitaioutaimurain.
htm） 

 

吉野川 上流域 吉野川 下流域 旧吉野川・今切川 

美馬市 つるぎ町 徳島市 阿波市 藍住町 板野町 鳴門市 藍住町 北島町

三好市 東みよし町 吉野川市 石井町 上板町 北島町 松茂町 板野町  

 

また、同じく国が管理する河川として、国土交通省 四国地方整備局 那賀川河川事務

所のホームページにおいて、次の河川の洪水タイムラインが掲載されています。 

（https://www.skr.mlit.go.jp/nakagawa/disaster-prev/index.html） 

 

 

那賀川 桑野川 

阿南市 阿南市 

小松島市  
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県が管理する河川として、徳島県のホームページにおいて、次の河川の洪水タイムラ

インが掲載されています。 

（https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/kendozukuri/kasen/5049653/） 

 

宮川内谷川 飯尾川 新池川 川田川 江川 ほたる川 

鮎喰川 園瀬川 勝浦川 桑野川 福井川 那賀川 

日和佐川 海部川 貞光川 宍喰川  

  

これらのタイムラインにより、「洪水のシナリオ」部分はほとんど記入することがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

徳島県 徳島河川国道事務所 那賀川河川事務所 
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(2) 事象 

時間が経過により風雨が強くなり、施設周囲の様子も変化します。変化していく周囲

の様子を記載することによって、災害時のイメージが容易になり、多くのシチュエーシ

ョンが喚起されるようになります。言葉だけではなく、台風が接近した時に撮影された

施設周辺の写真を一緒に添付することも方法の一つです。 

事象を記入する時は、手引き３頁「避難訓練のイメージ」の「雨の様子」や次の表を

参考としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨の強さと降り方 

風の強さと吹き方 

「⾬の強さと降り⽅」「風の強さと吹き⽅」︓気象庁ホームページ より 
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(3) 警戒レベル 

 「時間（仮）」で確認した洪水タイムラインに、「警戒レベル」が記載されているので、

該当する事項を記入します。 

 

(4) 防災情報(気象)  

 気象庁から発表される、「大雨洪水注意報発表」、「大雨洪水警報発表」などの防災気

象情報を記入します。この情報も、「時間（仮）」で確認した洪水タイムラインに記載さ

れているので、該当する事項を記入します。 

 なお、すだちくんメールで情報を得たい地域を登録しておくと、当該地域の防災気象

情報が送信されます。 

 

(5) 防災情報(河川状況)  

 施設に影響を及ぼす河川について、「〇〇川水防団待機水位到達」や「〇〇川氾濫注

意水位到達」などの状況を記入します。この情報も、「時間（仮）」で確認した洪水タイ

ムラインに記載されているので、該当する事項を記入します。 

なお、すだちくんメールで情報を得たい河川を登録しておくと、該当河川の水位情報

が送信されます。 

 

(6) 市町村 

 市町村長は、河川や雨の情報及び土地利用や災害実績なども踏まえ、総合的に判断し、

避難情報を発令します。この情報も、「時間（仮）」で確認した洪水タイムラインに、市

町村別に記載されているので、施設がある市町村の動きを記入します。 
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2．行動のシナリオ 

 

 「洪水のシナリオ」に沿って、訓練参加者の役割行動を記入します。 

 一般的な流れとして、開始は、「〇〇川水防団待機水位超過」の情報を確認したことを端

緒として、情報の収集や避難の準備をすることになります。その後、次第に河川の水位が上

昇したことにより、「氾濫注意水位到達」や「避難判断水位到達」などの情報により、市町

村から「高齢者等避難」発令があり、児童の避難が開始されることとなります。その後も河

川の水位は上昇し、市町村から「避難指示」が発令されたことにより、施設を閉鎖して職員

全員の避難となります。その間には、「保護者への連絡」や「児童の保護者への引き渡し」

更には、「消防団や自主防災組織などに避難支援の要請」といったこともがあるかもしれま

せん。また、役割の中に児童の欄も加えることにより、避難の際に児童にどのような行動を

とらせるべきかについても明らかにすることができます。 

行動のシナリオについては、「避難確保計画」や各施設の状況に基づいて記入してくださ

い。 

「要配慮利用施設における避難確保計画の作成・活用の手引き」国土交通省水管理保局より 

行動のシナリオ【サンプル】
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3．訓練の進行 

 

 ここには、実際に避難訓練を行う開始時間と終了時間を記入します。避難訓練の時間が多

く取れない場合には、警戒レベル２（情報収集・伝達）や警戒レベル３（移動を伴う避難）

の部分のみを取り出し、実施するなどの方法も考えられます。 

 

４．おわりに 

 

タイムスケジュールを初めて作成するときは、難しいと感じるかもしれません。しかし、

タイムスケジュールの作成によって、災害の際に、特に洪水などの発生まで時間のある災害

には、行うべき行動を確認することが可能となります。手引きの「アクションカード」と併

用することで、充実した避難訓練を実施することができます。 

 最後に、上板町立さくら保育所の避難訓練の際に作成した、タイムスケジュールを添付し

ておりますので、作成の際に参考としてください。 

 



訓練時刻 所要時間

5日前 台風発生 1⇒2 台風に関する情報 注意

前日1:00 台風北上 台風に関する情報

9:00 事前説明

18:00 2

早期注意情報
（警戒級の可能性）
　　↓
大雨注意報・洪水注意報

保育所PC
ホワイトボード
洪水ハザードマップ

10min
当日6:00 暴風域

避難訓練進行
の概略説明
＜台風の状況
説明＞
＜河川水位の
状況説明＞

9:10 訓練開始 9:10

2
警戒
避難準備

「〇〇川　水防団待機水位
超過」の報告を受ける

＜館内放送＞
保護者へ迎えの連絡指示

災害情報等の収集及び周
辺状況の確認指示

「徳島県水防情報HP」〇〇
川の水位・雨量確認→水位
等記録

「気象庁HP」
台風情報を確認（水位・雨
量状況プラカード１確認）

建物の中から、現地周辺の
情報を確認

（周辺状況プラカード１
確認）

水位・雨量状況
プラカード１
周辺状況プラカード
を提示

災害情報等及び周辺状況
確認

水位・雨量の状況報告 周辺の状況報告

保護者への連絡完了の報
告を受ける

保護者への連絡完了の報
告

＜館内放送＞
「避難準備開始」
持ち出し品、避難場所の状
況や避難経路の確認指示

避難持ち出し品リスト

災害情報等の収集及び周
辺状況の確認指示

「徳島県水防情報HP」〇〇
川の水位・雨量確認→水位
等記録

「気象庁HP」
台風情報を確認（水位・雨
量状況プラカード２確認）

建物の中から、現地周辺の
情報を確認

（周辺状況プラカード２確
認）

水位・雨量状況
プラカード２
周辺状況プラカード２
を提示

災害情報等及び周辺状況
確認

水位・雨量の状況報告 周辺の状況報告

周辺状況等から、児童の
徒歩避難を決定

避難準備完了の報告を受
ける

避難準備完了の報告

9:40 70min 9:40
3 避難１

「高齢者等避難」発令の報
告を受ける

＜館内放送＞
「高齢者等避難」発令
児童避難準備・集合指示

避難準備完了の報告を受
ける

避難準備完了を報告

＜館内放送＞
「避難開始」指示

（児童の避難
開始を確認）

〇〇町に避難開始を報告
　避難者数報告
　必要な備品依頼

逃げ遅れ児童がいないか
館内確認を指示

確認完了の報告を受ける
統括管理者に確認完了
の報告

保護者への避難開始の連
絡を指示

保護者への連絡完了の報
告を受ける

保護者への連絡完了の報
告

災害情報等の収集及び周
辺状況の確認指示

「徳島県水防情報HP」〇〇
川の水位・雨量確認→水位
等記録

「気象庁HP」
台風情報を確認（水位・雨
量状況プラカード３確認）

建物の中から、現地周辺の
情報を確認

（周辺状況プラカード３
確認）

水位・雨量状況
プラカード３
周辺状況プラカード３
を提示

災害情報等及び周辺状況
確認

水位・雨量の状況報告 周辺の状況報告

避難完了の報告を受ける 児童の避難完了報告

（児童の避難
完了報告を
確認）

①〇〇町に児童の避難完
了を報告

保護者への児童避難完了
の連絡を指示

災害情報等の収集及び周
辺状況の確認指示

「徳島県水防情報HP」〇〇
川の水位・雨量確認→水位
等記録

「気象庁HP」
台風情報を確認（水位・雨
量状況プラカード４確認）

建物の中から、現地周辺の
情報を確認

（周辺状況プラカード４
確認）

水位・雨量状況
プラカード４
周辺状況プラカード４

災害情報等及び周辺状況
確認

水位・雨量の状況報告 周辺の状況報告

10:40 10:40 4 避難指示発令
（防災無線より）

すだちくんメール受信
〇〇川
氾濫危険水位超過

【氾濫危険水位
〇.〇m】超過

避難２ すだちくん
メール
〇〇川が氾濫
危険水位を超
過
〇〇町より「避
難指示」が発
令

すだちくんメールから氾濫
危険水位超過の情報を受
信
〇〇町防災無線より「避難
指示」発令を受信

＜館内放送＞
全員避難開始を指示

（全員避難を
確認）

②〇〇町に全員避難を連
絡

全員避難開始

避難訓練
を終了

10:55

11:10

ふりかえり
15min

訓練終了
11:10

台風上陸

5

緊急安全確保発令
（防災無線より）

〇〇川氾濫

待機

ふりかえり
行動チェックシート

アンケート調査票

16:00

17:00

台風通過
雨が止む
河川水位低下

大雨警報解除

2日後
11:00 避難解除

統括管理者
情報伝達係Ａ
(係リーダー）

情報伝達係Ｂ
避難誘導係Ａ
（係リーダー）

訓練の進行
時間（仮） 事象

警
戒

レ
ベ
ル

防災情報
（気象）

避難情報等

防災状況
（河川状況）
〇〇川 避難誘導係Ｂ

大雨警報・洪水警報
すだちくんメール配信
（警報）

すだちくんメール受信

〇〇川
水防団待機水位超過

【水防団待機水位〇
〇m】超過

すだちくん
メール
〇〇川が水防
団待機水位を
超過

すだちくんメール
「水防団待機水位」超過を
受信
統括管理者へ報告

警戒
段階

進行係 〇〇町

行動内容と役割分担

避難訓練
補足資料

水路の水位が
急激に上昇し
ている状態
（満水）

今後も大雨が
続く見込み

保護者へ迎えの連絡

持ち出し品（重要書類、非
常食など防災グッズ）を確
認

避難場所・避難経路を確認
（危険箇所、ハザードマップ
等で確認）

逃げ遅れ児童の館内確認

保護者への連絡

高齢者等避難　発令
（防災無線）

すだちくんメール受信
〇〇川
氾濫注意水位超過
避難判断水位超過

【氾濫注意水位
〇〇m】超過

【避難判断水位
〇〇m】超過

〇〇町防災無
線
「高齢者等避
難」発令

すだちくんメール
「氾濫注意水位」超過
その後、「避難判断水位」超
過を受信
統括管理者へ報告

児童の避難完了
児童の避難完了報告

保護者に避難完了の報告

逃げ遅れの確認、館内施錠
避難先等の貼り出し

各担当者発表
「工夫や改善すべき点」
「その他、気づいた点」

児童集合
児童への雨具（カッパ等）、防災頭巾等の装着

避難開始

避難経路に危険注意箇
所の状況付与
(数か所）

避難訓練開始

＋3hr

＋4hr

避難訓練終了

-2hr

-1hr

-

120hr

-36hr

-19hr

-2hr

-5hr

氾濫

1
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１．気象情報 

 

(1) 気象庁ホームページ 

(https://www.jma.go.jp/jma/index.html) 

 気象庁のホームページでは、防災情報やキキクル（危険度分布）により、浸水情報

や洪水情報を確認することができます。市町村を選択することにより、拡大した地図

情報を見ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) NHK データ放送 

チャンネルをＮＨＫのデジタルテレビ各チャンネルに合わせてリモコンの“「ｄ」

データ”、“連動データ”、“データ連動”などと表記されたボタンを押すと観るこ

とができます。「気象情報」や「災害に役立つ情報」から、状況を確認してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全国天気」

を選択してく

ださい。 

「県・市町村」

を選択してく

ださい。 

NHK ホームページより 



2 
 

(3) すだちくんメール 

(https://s.ourtokushima.jp/about/) 

すだちくんメールは、徳島県の災害時安否確認サービスです。メールを登録する

と、グループを作成し情報を共有することもできます。すだちくんメールを登録する

ことにより、気象警報などの防災情報の配信を受けることができます。また、周辺河

川の水位情報を受けることもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 洪水キキクル（洪水警報の危険度分布） 

(https://www.jma.go.jp/jma/index.html) 

気象庁ホームページの洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）は、大雨による中小

河川（水位周知河川及びその他河川）の洪水災害発生の危険度の高まりを５段階に色

分けして地図上に示したものです。危険度の判定には３時間先までの流域雨量指数の

予測値を用いており、中小河川の特徴である急激な増水による

危険度の高まりを事前に確認することができます。また、大河

川で洪水のおそれがあるときに発表される指定河川洪水予報に

ついても表示しており、中小河川の洪水危険度とあわせて確認

することができます。 

 

気象庁ホームページより 
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2．避難情報 

 

河川の水位上昇などにより、洪水氾濫の

危険が高まると、国や県から警戒レベル相

当情報として防災気象情報が発表されま

す。市町村からも、それぞれの段階に応じ

て、避難情報（警戒レベル）が発令されま

す。 

避難情報が発令されたときは、必ず警戒

レベル３又は警戒レベル４の段階で避難し

ましょう。また、国や県による河川水位や

気象庁による雨の情報を参考に、自らの判

断で早めに避難しましょう。 

なお、市町村長は、河川や雨の情報（警戒レベル相当情報）のほか、土地利用や災害実

績なども踏まえ総合的に避難情報等（警戒レベル）の発令判断を行います。そのため、市

町村からの警戒レベルと国や県からの警戒レベル相当情報は、タイミングや対象地域につ

いて必ずしも一致しない場合があることに注意しておきましょう。 

 

3．洪水ハザードマップ 

 

ハザードマップは、各市町村で作成されており、洪水の範囲、浸水す

る深さなどの情報を確認することができます。また、徳島県「洪水浸水

想定区域図」でも同様の情報を確認できます。

（https://maps.pref.tokushima.lg.jp/kouzui/） 

洪水ハザードマップなどで確認すべき事項は、次のとおりです。 

 

① 施設に影響を及ぼす河川を知る。 

② 施設の水害リスクを知る。 

・ハザードマップ上で施設とその周辺がどの程度浸水するかを確認します。 

・家屋倒壊等氾濫想定区域に入っているか、いないかを確認します。 

・浸水の継続時間を確認します。 

③ 避難の方法を検討する。 

・施設の水害リスクに応じた、避難方法（立退き避難や屋内安全確保など）を確認します。 

④ 避難場所と避難経路を確認する。 

・避難場所を確認し、安全な避難経路を検討します。 
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(1) 徳島県水防・砂防情報マップ 

(https://www.sabo.pref.tokushima.lg.jp/map/) 

 土砂災害警戒区域や洪水・高潮浸水想定区域などを表示した防災情報マップが表示

されます。 

 

 

 

 

 

 徳島県水防・砂防情報マップには、「水害・土砂災害リスクマップ」、「水害リスクマ

ップ」及び「土砂災害リスクマップ」があります。各マップに同様の機能はありますが、

本解説書では、水害リスクマップのみに関する説明とさせて頂きます。水害リスクマッ

プには、「河川の洪水浸水想定区域図」を表示させる機能があります。同区域図で確認

できる情報として、「想定最大規模（１年の間に発生する確率が 1/1000(0.1%)以下の降

雨による浸水状態）」、「計画規模（対策の目標となる洪水の浸水状態）」、「浸水継続時間」

「家屋倒壊等氾濫想定区域」及び「家屋倒壊等河岸浸食想定区域」があります。 

想定最大規模の情報により、立退き避難が必要であるか、屋内安全確保により安全が

確保できるかを確認してみましょう。 

想定最大規模の最大浸水深は、想定最大規模の降雨が発生し浸水した場合の地面か

ら水面までの最大の浸水の深さを示しています。ハザードマップや浸水想定区域図に

は、想定される浸水区域内の浸水深が深さごとに色分けして示されています。浸水深が

0.5ｍを上回ると床上浸水相当、3ｍを上回ると二階の床上浸水相当になります。施設が

所在する場所の浸水深を確認し、立退き避難が必要であるか、屋内安全確保により安全

が確保できるかなど、基本的な避難行動について判断しましょう。なお、浸水深にかか

わらず、「家屋倒壊等氾濫想定区域」に該当している場合は、建物が倒壊するおそれが

あるため、原則として、立退き避難を選択する必要があります。 
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上板町立さくら保育所（以下。「さくら保育所」という。）を例に宮川内谷川の「河

川の洪水浸水想定区域」を確認してみましょう。 

 

 

宮川内谷川 洪水浸水想定区域（想定最大規模） 

 

 

【施設の浸水状況の確認】 

さくら保育所では、宮川内谷川の区間において、想定最大規模の降水（24 時間、総

雨量 1.151ｍｍ）により堤防が決壊した場合、0.5ｍから 3.0ｍの浸水が起こる可能性

があることを示しています。 

 

【避難経路の浸水状況の確認】 

 さくら保育所から避難場所である上板町立上板中学校までの避難経路には、3.0ｍ

～5.0ｍの浸水になる箇所があります。そのため、避難開始が遅くなると通行できな

くなる可能性があります。迂回路について検討する必要があると考えられます。 

 

 

 

 さくら保育所 

 避難経路 

 
上板町立上板中学校 

（さくら保育所避難場所） 
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注意 

 ハザードマップなどには説明文や注意事項が記載されている場合が多く、注意を要する

必要があります。本件例の注意事項は、「宮川内谷川の洪水について、吉野川からの河川

の氾濫は考慮されていません。また、内水氾濫の影響についても考慮していません。」旨

の記載がされています。つまり、ハザードマップに「0.5ｍから 3.0ｍ」の記載があった場

合、実際に大雨が降った場合は、0.5ｍから 3.0ｍ以上の浸水が発生する可能性がある、と

いうことになります。 

 

 

宮川内谷川 浸水継続時間 

 

 

【施設の浸水継続時間の確認】 

さくら保育所の敷地では、宮川内谷川の区間において、浸水が発生した場合、浸水継

続時間が、場所によって 12 時間未満と 12 時間～72 時間になる可能性があることを示

しています。 

浸水継続時間が長くなると、水や食糧、薬等の確保が困難になるおそれがあります。

また、 電気やガス、水道、トイレ等の使用ができなくなる場合もあります。 

 

 さくら保育所 

 0-12 時間未満 

 12 時間～72 時間（3 日） 

 72 時間（3 日）～168 時間（1 週間）

 168（1 週間）～336 時間（2 週間） 

 336（2 週間）～672 時間（4 週間） 

 672 時間（4 週間）以上～ 
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宮川内谷川 家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流、河岸浸食） 

 

 

 

【施設と家屋倒壊等氾濫想定区域の確認】 

 さくら保育所は、家屋倒壊等氾濫想定区域に建てられていない。 

 

【避難経路と家屋倒壊等氾濫想定区域の確認】 

 さくら保育所の避難経路には、家屋倒壊等氾濫想定区域はない。 

 

河川の洪水浸水想定区域から、さくら保育所の状況を確認すると、以下のことがわかり

ました。 

 

・影響を与える河川として、吉野川と宮川内谷川がある。 

・施設とその周辺の浸水程度は、0.5ｍから 3.0ｍになる。 

・家屋倒壊等氾濫想定区域には入ってない。 

・浸水の継続時間は、12 時間から 72 時間になる。 

・避難経路には浸水により通行できない箇所が発生する可能性があるため、迂回路を検

討する必要がある。 

 

 さくら保育所 

 
上板町立上板中学校 

（さくら保育所避難場）

 避難経路 
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(2) 市町村ごとの洪水ハザードマップ 

各市町村においても、防災ハザードマップ等が作成されています。配布された防災

ハザードマップの冊子や、各市町村のホームページから施設周辺でどのような災害が

発生しやすいのか、どこ避難すればよいのかなどを確認してください。 

 

4．河川の水位・雨量等の防災情報 

 

(1) 徳島県 水防情報 

(https://www.kasen.pref.tokushima.lg.jp/pc/index.html) 

徳島県の水防に関する「地図情報」、「雨量情報」、「河川水位情報」、「ダム情報」及

び「カメラ情報」を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 地図情報 

雨量分布（雨の状

況）や、周辺の雨の量

や河川の水位を調べ

るときに必要な雨量

局や水位局などの位

置を地図上で確認す

ることができます。 
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イ 雨量情報 

 徳島県の雨量情報を確認することが可能です。マップ上のマークが雨量の計測場

所を示しています。カーソルをマークに近づけると情報が現れます。現れた情報をク

リックすると地図情報と同じ雨量グラフが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 河川水位情報 

 徳島県の河川水位情報を確認することが可能です。マップ上の△マークが水位計

の位置を示しています。カーソルをマークに近づけると情報が現れます。現れた情報

をクリックすると地図情報と同じ水位グラフが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水位グラフ 

 

4
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エ ダム情報 

施設に影響を与える河川の上流にダムがあるかどうかを確認します。 

大雨等により、ダムが放流を始めると、下流の河川の水位が急上昇し、その結果、

避難のタイミングを誤ってしまう可能性があります。上流にダムがある場合、ダムの

貯水位や放流量も確認しておく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位時間雨量 河川水位 河川名・観測場所 

警報値 
（避難判断水位等） 

「徳島県水防情報 河川水位情報」からの水位等の見方 

氾濫危険水位 （重大な災害が起こるおそれのある水位） 

避難判断水位 （避難等の参考になる水位） 

氾濫注意水位 （水防団が出動する水位） 

水防団待機水位 （水防団が準備を始める水位） 

実際の水位 
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オ カメラ映像 

 河川の状況をライブカメラで確認することができます。映像を見たい河川をクリ

ックすると画面が表示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 国土交通省 川の防災情報 

（https://www.river.go.jp/index） 

河川には、大きく分けて一級河川、二級河川、準用河川に区

分されています。基本的には、一級河川については国土交通大

臣、二級河川については都道府県知事、準用河川については市

町村長が管理すると河川法で定められています。ただ、一級河

川についてはその中の主要な河川（幹川）を 2 つに区分して、

特に重要な幹川を国土交通大臣管理区間（「指定区間外区間」

とも呼びます。）として国が管理し、国土交通大臣管理区間以外の区間（「指定区間」

とも呼びます。）として、都道府県が管理しています。 

県内の国管理河川に関する情報は、国土交通省のホームページで確認することにな

ります。 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

意見の整理 
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１．意見の整理方法 

 

ふりかえりは、「結果を確認する」だけでなく、「原因・課題」を見つけ出し「改善行動」

につなげる必要があります。 

そのためには、意見の整理が重要なカギとなります。手引きの例では、参加者の意見や感

想を「良かったこと」、「わかったこと」及び「次にやること」に区分しました。このように、

意見や感想を区分し整理することにより、課題や改善事項を明確にします。 

このような手法を「フレームワーク」といいます。 

なお、「就学前施設における避難訓練の手引き（洪水編）資料編」の 37 頁で紹介しました

が、上板町立さくら保育所では、避難訓練のふりかえりとして、以下のとおりに避難訓練参

加者からの意見を区分し整理しました。 

 

(1) 良かった点 

(2) 改善すべき点   ア 自分たちで対応できる事例 

           イ 時間はかかるが対応すべき事項 

           ウ 国、県、町など関係機関の協力が必要な事項 

 

この区分がフレームワークとなります。 

 

2．フレームワークの種類 

 

フレームワークには、以下の種類あります。 

(1) ＫＰＴ 

「ケプト」や「ケーピーティー」と読みます。KPT は「Keep」「Problem」「Try」の頭

文字をとったものです。 

・Keep  よかったこと、続けるべきこと 

・Problem 問題、課題 

・Try   解決策、今後取り組むこと 

 

(2) ＹＷＴ 

「やったこと」、「わかったこと」及び「つぎにやること」の３つの観点でふりかえり

ます。ＫＰＴと似ていますが、取り組みや経験に焦点を当てた「やったこと」という区

分が大きな違いです。 

「やったこと」は実際に取り組んだ施策や経験を洗い出します。ここでは事実を思い

出しながら列挙すればよいので、結果の良し悪しや解釈を考える必要がない、ことがメ

リットになります。次に、「わかったこと」は「やったこと」の内容を受けて、どのよ
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うなことがわかったかを洗い出します。良い点・悪い点に関わらず洗い出しましょう。

最後に、「つぎにやること」は「やったこと」と「わかったこと」から、今後どうする

のかを考えます。 

 

(3) ＫＴＰＡ 

ＫＰＴＡはＫＰＴにＡ（Action: 具体的な行動）の要素を追加したものになります。 

・よかったこと、続けるべきこと 

・問題、課題 

・解決策、今後取り組むこと 

・具体的な行動 

ＫＰＴを活用していると、「解決策や今後取り組むこと」の要素が抽象的な結論とな

ってしまうことが多々あります。そのような場合でも、「具体的な行動」の項目を明確

に設けることで抽象的な反省や目標からさらに一歩踏み込んだ結論を出すことができ

ます。 

 

3．さいごに 

 

ふりかえりにおいて、フレームワークを使い意見の整理をすることが目的ではありませ

ん。意見の整理をしたことで見つけた反省点や改善点を避難訓練や避難確保計画に繋げ、実

際の避難行動に繋げていかないと意味がありません。ぜひ、「改善策を考える」ところまで

だけで満足せずに、実行しましょう。 

また、避難訓練を計画する際に決めた目的と目標についてもふりかえりを行い、その結果

についても意見を整理しましょう。 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査様式事例 
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避難訓練終了後に、就学前施設の職員だけではなく、参加した保護者や他の避難訓練協力

者に対してもアンケート調査を行うことは、避難訓練や避難確保計画の評価・分析に有効で

す。また、訓練に参加した児童の感想を確認することも必要です。避難訓練が終わった後に

必ず訓練に参加した児童が避難訓練をどのように感じたか確認しましょう。 

 

 アンケート調査事項の事例 

(1) 職員へのアンケート事項 

・必要な避難行動を理解し適切に行ったか 

・避難行動について良好な点及び課題はあったか 

・避難確保計画について改善すべき課題はなかったか 

・避難するための必要な設備及び施設はあったか 

・避難訓練の準備について課題はなかったか 

 

(2) 保護者や避難訓練協力者へのアンケート事項 

・以前にも就学前施設の避難訓練に参加したことはあるか 

・児童の様子に問題はなかったか 

・スムーズに引き渡しは行えたか 

・職員との意思疎通に問題はなかったか 

・避難訓練の準備について課題はなかったか 

・次回の避難訓練にも協力したいと思うか 

・避難訓練で改善すべき課題はなかったか 

 

(3) 児童への確認事項 

・災害及び避難行動について理解を深めたか 

・避難行動は怖くなかったか 

 

 実際に避難するときまでに、保護者や避難訓練協力者と強固な協力体制を構築すること

ができれば、より一層災害の被害を抑えることができることになります。避難訓練やアンケ

ート調査などを通じて、就学前施設内だけではなく、周囲との協力体制を強化していきまし

ょう。 
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洪水時等を想定した避難訓練参加者の方へ 

 

アンケート調査のお願い 
 

要配慮者利用施設(保育所)において、洪水時等を想定した「避難訓練」に参

加いただいた皆様にアンケートへの回答をお願いしております。 

今回の避難訓練において、どのような課題点、問題点があったのか、また、

改善すべき点などについてお聞きします。 

この結果は、「避難訓練」や「避難確保計画」に役立てたいと考えていま

す。 

 

共通設問の他、避難訓練で担当された役割担当者別のアンケートにもお答え

ください。 

 

 共通設問  

それぞれ該当するものを選んで○をつけて下さい。 

（  ）や自由回答欄には、自由に意見等ご記入下さい。   

           

１．施設周辺の洪水の情報等についておたずねします。   

         

１）当該周辺の洪水ハザードマップについて 

① これまでに施設周辺の洪水ハザードマップをご覧になったことがあり

ましたか。 

ア．ある ⇒②へ  イ．ない ⇒２）の質問へ 

 

② ①で「ア．ある」と答えた方におたずねします。 

施設で、近くの河川が氾濫した場合の浸水想定深（どのくらいまで水に

つかるか）をご存知でしたか。 

 

 ア．知っていた 

 イ．知らなかった   

          

２）気象情報や防災情報、避難情報について   

① 今までに、河川等の防災情報（雨量や河川水位）について、情報の取

り方や見方をご存知でしたか。 
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 ア．知っていた イ．知らなかった   

           

② 台風接近や大雨情報など、防災・避難情報の取り方について、施設で

は何によって情報を得ていますか。該当するものにすべて〇を付けてく

ださい 

 

  ア．テレビ・ラジオ  イ．インターネット（一般ニュースサイト） 

 ウ．インターネット（防災情報配信サイト：「徳島県 水防情報」等）   

エ．自治体からの防災無線 オ．防災メール（すだちくんメールなど） 

  カ．その他（           ）   

 

３）避難情報が発信された場合の対応について 

① 市町村が発令する避難情報には、「高齢者等避難」・「避難指示」・「緊急

安全確保（必ず発令する情報ではない）」があります。 

これら避難情報が発令された際に、一定地域にある要配慮者利用施設

では、職員のとるべき避難行動を定めた「洪水時の避難確保計画」を作

らなければならないとされています。 

施設では、この「避難確保計画」を策定していますか。また、その内

容をご存知ですか。 

 

ア．知っている ⇒②へ  イ．知らない 

策定していない ⇒４）へ 

 

 ② ①で ア．「知っている」と答えた方におたずねします。 

「避難確保計画」では、「総括管理者」、「情報伝達係」、「避難誘導係」

などの役割担当が定められています。あなたが担当する係はどれです

か。 

 

ア．総括管理者     イ．情報伝達係  ウ．避難誘導係   

エ．何も担当していない オ．その他係（          ）  

           

        

４）洪水予報の発表基準となる河川水位について 

主要な河川では、洪水予報の基準となる水位が定められており、とるべき
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避難行動を判断する目安の水位として、「水防団待機水位」・「氾濫注意水

位」・「避難判断水位」・「氾濫危険水位」が設定されていることをご存知でし

たか。 

 

 ア．良く知っている   イ．少し知っている  

 ウ．ほとんど知らなかった  エ．全く知らなかった  

           

５）過去の洪水被害について 

過去にどのような洪水被害があったのかご存知ですか。   

          

 ア．知っている イ．知らない  

         

２．施設の洪水時等を想定した避難訓練についておたずねします。 

 

１）避難訓練の進行時間について 

避難訓練の進行時間は適切でしたか。      

 ア．長い  イ．少し長い  ウ．少し短い  

 エ．短い   

 上記の回答について、その理由をお書きください。  

 

 

 

 

 

２）今回の避難訓練実施方法について 

避難訓練についておたずねします。該当するもの〇を記入してください。 

 

① あなたが担当した係の行動について 

ア．全体の流れや、他の係の行動まで、よく理解できた 

イ．ある程度の訓練の流れは、理解できた 

ウ．自分が担当する係の分しか理解できなかった 

エ．何をして良いのかよくわからなかった。 

オ．その他（                       ） 
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② 避難訓練の行動について（複数回答可） 

ア．自分がどのような行動を取ればよいのか、よく理解できた 

イ．もっと実態（実務）に沿ったものにしてほしかった 

ウ．事前に練習や理解するための時間がほしかった 

エ．業務をしながら、行動を覚えるのは難しかった 

オ．その他（                       ） 

 

③ その他の訓練方法について 

避難訓練には、様々な避難訓練方法があります。今後、どのような避

難訓練をすると、より効果が上がると思いますか。 

希望する訓練方法を選んでください。（複数回答可）    

ア．シナリオが用意された状況での訓練   

イ．アクシデントを含んだ訓練 

（訓練時に突発的な事態を加えた訓練、不測の事態に備えた訓練）  

ウ．職員が少ない場合に備える訓練      

エ．地図で被災を想定した図上訓練（職員のみ） 

（地図やハザードマップを用いて、災害対策を図上で検討する訓練） 

オ．保護者も含めた避難訓練 

カ．その他（                        ） 

      

３）避難訓練の頻度について 

児童の移動訓練を伴う「洪水時等を想定した避難訓練」の頻度はどの程度

が望ましいですか。        

    （    ）回／年   

 

 

 

引き続き、役割別アンケートにお答えください。 
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 統括管理者を務めた方へ  

避難訓練の課題点や改善方法などについてうかがいます。ご意見・ご感想を

記述してください。選択の場合は、該当する内容を〇で囲んでください。 

          

１）統括管理者について 

今回の避難訓練について、統括管理者としての役割の中で、各担当者への

指示や児童の安全確保で、実際の避難では対応が難しいと感じた点は何かあ

りましたか。また、次回、避難訓練を行う際に、改善したい点は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

２）訓練進行について 

今回の避難行動について、実践的ではないと感じた点は何かありましたか。ま

た、次回、避難訓練を行う際に、改善したい点は何かありましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

３）情報の集約方法について 

今回の避難情報の集約方法（テレビ・ラジオ、インターネット等からの情

報収集）について、実践的するには難しいと感じた点は何かありましたか。

また、次回、避難訓練を行う際に、改善したい点は何かありましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

(1)難しいと感じた点 

 

 

(2)次回、改善したい点 

 

(1)難しいと感じた点 

 

 

(2)次回、改善したい点 

 

(1)難しいと感じた点 

 

 

(2)次回、改善したい点 
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４）情報伝達方法について 

避難訓練の各担当間の情報伝達について、実際の避難では難しいと感じた

点は何かありましたか。また、次回、避難訓練を行う際に、改善したい点は

何かありましたか。 

 

 

 

 

 

 

５）保護者への連絡方法について 

今回の避難訓練における保護者への連絡方法について、実際の避難では難

しいと感じた点は何かありましたか。また、次回、避難訓練を行う際に改善

したい点は何かありましたか。 

 

 

 

 

 

 

６）避難判断について 

今回の避難訓練における児童の避難判断について、実際の避難では難しい

と感じた点は何かありましたか。また、次回、避難訓練を行う際に改善した

い点は何かありましたか。 

 

 

 

 

 

 

７）児童への避難誘導について 

① 避難準備について 

今回の避難訓練における児童の避難準備について、実際の避難では難

しいと感じた点は何かありましたか。また、次回、避難訓練を行う際に

改善したい点は何かありましたか。 

 

(1)難しいと感じた点 

 

 

(2)次回、改善したい点 

 

(1)難しいと感じた点 

 

 

(2)次回、改善したい点 

 

(1)難しいと感じた点 

 

 

(2)次回、改善したい点 
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② 避難経路について 

避難経路を設定するにあたり、重視した項目の優先順位について番号

をお答えください。 

ア．距離も短く、最短時間で避難場所に到達できる経路である 

イ．歩道と車道が分離され、車などからの安全性を確保できる 

ウ．途中に、一時的に避難できる場所がある 

エ．途中に、危険となる箇所（橋、水路等の横断、水没箇所）が少ない 

オ．普段、お散歩などで児童が歩きなれている 

カ．その他（                 ） 

 

 

③ 避難誘導について 

避難誘導を行った結果を踏まえて以下の内容についてお答えください。 

ア．避難時に児童の安全確保のために注意した点 

 

 

 

 

 

 

イ．児童を不安にさせないための工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)難しいと感じた点 

 

 

(2)次回、改善したい点 

 

 

 

第１位   ⇒第２位．  ⇒第３位．  ⇒第４位．  ⇒第５位．  ⇒第６位   
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ウ．速やかな避難のための工夫 

 

 

 

 

 

 

エ．その他、避難誘導の際、注意した点 

 

 

 

 

 

 

オ．次回の避難訓練では改善したい点 

 

 

 

 

 

 

８）避難確保計画への反映について 

今回の避難訓練を受けて、既存の避難確保計画に対し、反映すべき点や改

善すべき点等について、各役割の面からお答えください。 

① 統括管理の面 

 

 

 

 

 

② 情報伝達の面 
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③ 避難誘導の面 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 
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 情報伝達係を務めた方へ  

情報伝達係の立場から、以下の設問について、今回の避難訓練を通じての課

題点や改善方法等についてうかがいます。ご意見・ご感想を□の中に記述して

ください。選択の場合は、該当する内容を〇で囲んでください。  

  

 

１）訓練進行について 

今回の避難訓練について、情報伝達係として、実際の避難では対応が難し

いと感じた点は何かありましたか。また、次回、避難訓練を行う際に、改善

したい点は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

２）情報の集約方法について 

今回の避難情報の集約方法（テレビ・ラジオ、インターネット等からの情

報収集）について、実践的するには難しいと感じた点は何かありましたか。

また、次回、避難訓練を行う際に、改善したい点は何かありましたか。 

 

 

 

 

 

 

３）情報伝達方法について 

避難訓練の各担当間の情報伝達について、実際の避難では難しいと感じた

点は何かありましたか。また、次回、避難訓練を行う際に、改善したい点は

何かありましたか。 

 

 

 

 

 

(1)難しいと感じた点 

 

 

(2)次回、改善したい点 

 

(1)難しいと感じた点 

 

 

(2)次回、改善したい点 

 

(1)難しいと感じた点 

 

 

(2)次回、改善したい点 
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４）災害情報の記録クロノロについて 

今回の避難訓練で実施した災害情報の記録（クロノロ）について、難しい

と感じた点は何かありましたか。また、次回、避難訓練を行う際に、改善し

たい点は何かありましたか。 

 

 

 

 

 

 

５）保護者への連絡方法について 

今回の避難訓練における保護者への連絡方法について、実際の避難では難

しいと感じた点は何かありましたか。また、次回、避難訓練を行う際に改善

したい点は何かありましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

  

(1)難しいと感じた点 

 

 

(2)次回、改善したい点 

 

(1)難しいと感じた点 

 

 

(2)次回、改善したい点 
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 避難誘導係を務めた方へ      

避難誘導係の立場から、以下の設問について、今回の避難訓練を通じての課

題点や改善方法等についてうかがいます。ご意見・ご感想を□の中に記述して

ください。選択の場合は、該当する内容を〇で囲んでください。  

          

１）訓練進行について 

今回の避難訓練について、避難誘導係として、実際の避難では難しいと感

じた点は何ですか。また、次回、避難訓練を行う際に、改善したい点は何で

すか。 

 

 

 

 

 

 

２）保護者への連絡方法について 

今回の避難訓練における保護者への連絡方法について、実際の避難では難

しいと感じた点は何かありましたか。また、次回、避難訓練を行う際に改善

したい点は何かありましたか。 

 

 

 

 

 

 

３）児童への避難誘導について 

① 避難準備について 

今回の避難訓練における児童の避難準備について、実際の避難では難し

いと感じた点は何かありましたか。また、次回、避難訓練を行う際に改善

したい点は何かありましたか。 

 

 

 

 

 

(1)難しいと感じた点 

 

 

(2)次回、改善したい点 

 

(1)難しいと感じた点 

 

 

(2)次回、改善したい点 

 

(1)難しいと感じた点 

 

 

(2)次回、改善したい点 
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② 避難経路について 

  避難経路を設定するにあたり、重視した項目の優先順位について番号を

お答えください。 

ア．距離も短く、最短時間で避難場所に到達できる経路である 

イ．歩道と車道が分離され、車などからの安全性を確保できる 

ウ．途中に、一時的に避難できる場所がある 

エ．途中に、危険となる箇所（橋、水路等の横断、水没箇所）が少ない 

オ．普段、お散歩などで児童が歩きなれている 

カ．その他（                 ） 

 

 

 

 

③ 避難誘導について 

避難誘導を行った結果を踏まえて以下の内容についてお答えください。 

ア．避難時に児童の安全確保のために注意した点 

 

 

 

 

 

イ．児童を不安にさせないための工夫 

 

 

 

 

 

 

ウ．速やかな避難のための工夫 

 

 

 

 

 

 

第１位   ⇒第２位．  ⇒第３位．  ⇒第４位．  ⇒第５位．  ⇒第６位   
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エ．その他、避難誘導の際、注意した点 

 

 

 

 

 

 

オ．次回の避難訓練では改善したい点 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難訓練実施結果報告書様式（例） 
 



 

 

 

 



 

訓練実施結果報告書（様式例） 

施 設 名   

実 施 日 時 年  月  日  時  分 から  時  分 まで 

実 施 場 所  

想 定 災 害

(該当する□にチ

ェックをする。) 

□洪水  □土砂災害 □高潮   □津波   

□その他の災害（               ） 

 
 
 
 
 
訓練種類・内容 
(該当する□にチ 
ェックをする。) 

□立退き避難訓練 □避難経路の確認訓練 

□屋内安全確保訓練 □情報収集、情報伝達訓練 

□図上訓練 □持ち出し品などの確認訓練 

□その他（                 ）  

(訓練内容を適時自由記載) 

 

 

 

 

 
 
 
訓練参加者・ 

参加人数 
 

職員(全員・一部)                     名 

児童(全員・一部)                     名 

その他訓練参加者：保護者                 名 

         地域住民                名 

その他(        )        名 

訓練実施責任者 職         氏名 

 

 

確 認 事 項 

□避難支援に要した人数   名 □避難に要した時間 

□避難先や避難経路の安全性 

その他 

 

 

 

 

訓練によって確

認された課題と

その改善方法等 

 

 

 

訓練記録作成者 職         氏名 



 

 



休園基準について





1

厚生労働省からの臨時休園に関する通知について

厚生労働省子ども家庭局保育課より、令和２年７月 17 日に事務連絡「保育所におけ

る災害発生時等における臨時休園の対応等に関する調査研究（周知）」が発出されまし

た。本件事務連絡には、「市区町村において、臨時休園等の基準について策定を願いた

い。」旨が記載されています。また、同時に配信された別添①において、「災害発生前に

市区町村において事前に決めておく事項」として５点が挙げられています。



2



3



4

全国では、多くの市町村において、臨時休園の基準を策定しています。保育施設にお

ける休園基準の策定も児童を災害から守る有効な手段の一つです。地域に合った休園基

準を各市町村担当部局と共に検討してみましょう。
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